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経済企業委員会会議録 

 

令和２年９月２９日 火曜日 

  午前１０時０２分開議 

  午後 ２時３０分閉議（実時間１８９分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第９８号・令和元年度八代市一般会計

歳入歳出決算（関係分） 

１．議案第１０２号・令和元年度八代市簡易水

道事業特別会計歳入歳出決算 

１．議案第１０７号・令和元年度八代市久連子

財産区特別会計歳入歳出決算 

１．議案第１０８号・令和元年度八代市椎原財

産区特別会計歳入歳出決算 

１．その他 

                              

○本日の会議に出席した者 

副委員長  谷 川   登 君 

委  員  上 村 哲 三 君 

委  員  鈴木田 幸 一 君 

委  員  田 方 芳 信 君 

委  員  野 﨑 伸 也 君 

委  員  山 本 幸 廣 君 

※欠席委員  村 川 清 則 君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 監査委員       江 﨑 眞 通 君 

 会計管理者      宮 本 誠 司 君 

 農林水産部長     沖 田 良 三 君 

  農林水産部次長   中 川 俊 一 君 

  農地整備課長    村 井 幸 治 君 

  水産林務課長    鶴 本 英一郎 君 

  理事兼農林水産政策課長 豊 田 浩 史 君 

 経済文化交流部長   中   勇 二 君 
 

  経済文化交流部次長 
            田 中 辰 哉 君 
  兼イベント推進課長事務取扱 
 

  理事兼観光・クルーズ振興課長 南   和 治 君 

  理事兼商工・港湾振興課長 田 中   孝 君 

  文化振興課長    鋤 田 敦 信 君 

  理事兼スポーツ振興課長 小 野 高 信 君 

 部局外 

  水道局理事兼局長  松 田 仁 人 君 

                              

○記録担当書記     鶴 田 直 美 君 

 

（午前１０時０２分 開会） 

○副委員長（谷川 登君） 定刻となり、定足

数に達しましたので、ただいまから経済企業委

員会を開会いたします。 

 本日は、本委員会に付託されました決算議案

につきまして、閉会中審査を行うこととしてお

ります。 

 審査に入ります前に、まず、決算審査の進め

方について御説明申し上げます。 

 まず、審査方法についてですが、９月１５日

の本委員会でも報告いたしましたが、まず、一

般会計の決算の歳出及び各特別会計の決算の歳

出の審査につきましては、令和元年度における

主要な施策の成果に関する調書及び土地開発基

金の運用状況に関する調書に基づいて、また、

各特別会計の歳入の審査につきましては、令和

元年度八代市特別会計歳入歳出決算書に基づい

て説明を聴取し、監査委員からの意見書を含め

たところで質疑を行うこととしております。 

 また、審査の流れといたしましては、それぞ

れの決算ごとに質疑、討論、採決を行う予定と

しております。 

 そのほかの審査方法については、お手元に配

付してありますような方法で進めさせていただ

きますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、審査日程についてですが、事前に配付

の日程表のとおり、審査の進行によっては、予
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定している審査項目を１０月２日の予備日に繰

り越すことも考えられます。 

 以上、本委員会の審査がスムーズに進みます

よう、委員の皆様の御協力をよろしくお願い申

し上げます。 

                              

◎議案第９８号・令和元年度八代市一般会計歳

入歳出決算（関係分） 

○副委員長（谷川 登君） それでは、本委員

会に付託されております決算議案４件の審査に

入ります。 

 まず、議案第９８号・令和元年度八代市一般

会計歳入歳出決算中、当委員会関係分を議題と

し、執行部より説明を求めます。 

 それでは、第５款・農林水産業費及び第１０

款・災害復旧費中、農林水産部関係について、

農林水産部から説明をお願いいたします。 

○農林水産部長（沖田良三君） 皆さん、おは

ようございます。（｢おはようございます」と

呼ぶ者あり）農林水産部の沖田でございます。

本日はよろしくお願いをいたします。 

 それでは、第５款・農林水産業費及び第１０

款・災害復旧費の決算審査に当たりまして、第

５款・農林水産業費につきまして、全体的な総

括をさせていただきます。着座にて説明させて

いただきます。 

 初めに、事業の執行に当たりましては、八代

市総合計画における重点戦略に掲げる農林水産

業の更なる振興を実現するため、国や県の補助

事業を活用しながら、活力ある産業と雇用の創

出による魅力に満ちたまちづくりと災害に強

く、安全・安心なまちづくりのための農村環境

の整備促進など、５つの重点施策を組織目標に

掲げ、各種の事務事業に取り組んでおります。 

 まず、重点施策の１つ目が、農林水産業の新

規担い手の確保・育成の支援でございます。 

 少子高齢化による担い手不足が進行する中、

農業部門におきまして、令和元年度は延べ６３

名の新規就農者を対象に、本市の営農支援員を

中心に、４６０回の巡回訪問を実施し、経営全

般にわたる支援や経営改善に向けた助言等を行

っております。 

 その成果としましては、対象者全員が営農を

継続し、目標とする５年後の定着率１００％の

達成に表れております。 

 また、平成３０年９月から始まりました県、

市、ＪＡで組織するサポートチームでの中間評

価会におきましても、特に問題なしとの評価を

受けております。 

 林業部門におきましては、新たな森林管理シ

ステムへの対応としまして、森林環境譲与税を

財源に、泉町仁田尾地区と東陽地区におきまし

て、森林不在所有者の明確化や管理に対する意

向調査を開始しております。 

 ２つ目に、食に関するあらゆる産業が活性化

したフードバレーやつしろの取組でございま

す。 

 まず、国内流通では、延べ２９６回の企業訪

問で、食品の提案や情報交換、サンプル等の提

供などを行い、３９件の新規成約となっており

ます。 

 また、イ業の振興を図るため、昨年１０月、

氷川町及び畳関連企業と八代産畳表認知向上・

需要拡大推進協議会を設立し、八代産畳表の魅

力を全国に発信するための効果的なＰＲ事業の

計画策定を行っております。 

 本年度は、その事業計画にのっとり、育児関

連雑誌に特集を掲載し、去る９月２４日の畳の

日には、全国的なブームを巻き起こしておりま

すゲームあつまれどうぶつの森に「やつしろた

たみ島」をアップしたところで、国内のみなら

ず、世界に向けて八代の畳を発信しておりま

す。 

 海外輸出では、昨年度から１１月に開催を変

更いたしました台湾基隆市での県南フードバレ

ーフェアでは、２日間の開催で２万５０００人
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に御来場いただき、前年度を大幅に上回る成果

で、フェアの定着にも手応えを感じたところで

ございますが、残念ながら、本年度の開催は、

コロナ禍の中で断念せざるを得ない状況となっ

ております。 

 ３つ目に、農林水産物の６次産業化の推進で

ございますが、主に新商品開発の相談会や事業

者訪問を実施し、７つの新商品が完成をしてお

ります。 

 また、１０月には、市内事業者間におけるマ

ッチング交流会を開催し、１０５件の商談があ

り、１８件の成約につながっております。 

 ４つ目に、ＩＣＴ技術の活用による高生産性

農業の推進でございますが、強い農業づくり支

援事業によりまして、高収益な作物・栽培体系

への転換を図るため、トマトやイチゴ、花卉の

ハウスへの二酸化炭素管理システムやハウスの

自動制御システムなど、環境制御装置の導入を

支援しております。 

 また、同じく導入が進められておりましたミ

ニトマトの選果・予冷施設につきましては、建

設資材の調達に不測の日数を要することとなっ

たため、今年度に繰越し、承認をいただきまし

たが、去る９月１６日に落成の運びとなり、最

先端の施設導入により、選果に係る労働力の大

幅な軽減に貢献するものと期待をしておりま

す。 

 ５つ目に、イグサ刈取機ハーベスタの導入支

援とカセット式移植機の生産再開に向けた取組

でございます。 

 平成２９年度からの３か年で導入を進めてま

いりましたいぐさハーベスタでございますが、

令和元年度が最終年度で４８台、全体では１０

１台の導入が完了をしております。 

 なお、引き続き、イグサのカセット式移植機

の導入を実現するため、生産者への意向調査や

説明会の開催、メーカーとの協議等を開始し、

国の補助事業としての採択を目指し、政府要望

等を行ってきた結果、御承知のとおり、本年度

からの導入が決定したところでございます。 

 そのほか、重点施策以外の取組としまして

は、市内一円の農道や排水路等、土地改良施設

の整備や、坂本、泉、東陽町管内の林道ののり

面や舗装工事等を行っております。 

 また、有害鳥獣被害対策としましては、鳥獣

被害対策実施隊を中心とした鹿やイノシシ等の

捕獲に加え、近年、本市の沿岸部で被害が拡大

しておりますカモ類も捕獲の対象に加え、農業

と水産業での被害防止に取り組んでおります。 

 最後に、全体的な総括としましては、掲げた

組織目標を達成するため、継続事業の推進はも

とより、新規事業にも着手し、一定の成果が得

られたと思っております。今後も、新たな政策

課題に対し柔軟に対応しながら、予算の着実な

執行に努めてまいります。 

 以上で、第５款・農林水産業費に係る主な総

括とさせていただきます。 

 なお、各事業の詳細につきましては、中川次

長より説明いたさせますので、御審議方よろし

くお願いをいたします。 

○農林水産部次長（中川俊一君） おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）農林水産部次長、中川です。よろしくお

願いいたします。 

 それでは、歳出のうち、農林水産業費及び災

害復旧費につきまして、令和元年度における主

要な施策の成果に関する調書（その１）及び八

代市一般会計歳入歳出決算書を用いまして、着

座にて御説明申し上げます。失礼いたします。 

 初めに、主要な施策の成果に関する調書の説

明をさせていただきます。説明は事業の内容、

決算額、特定財源、不用額及び今後の方向性の

順に説明してまいります。決算書につきまして

は、その後、主な流用額等の説明をさせていた

だきます。 

 それでは、款５・農林水産業費の主な事業に
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ついて、順次説明いたします。 

 主要な施策の成果に関する調書の８１ページ

からお願いいたします。 

 上段のい業振興対策事業。これは、本市のイ

業振興を図るため、畳表張替え促進事業とし

て、市内在住者が八代産畳表の張り替えを行う

際、１畳当たり１０００円、１万６０００円を

上限に助成しております。令和元年度において

は、延べ５３１７枚、５３１万７０００円の利

用となっております。 

 次に、い業機械再生支援事業として、ハーベ

スタや織機などの専用機械の修理・再生に要す

る費用に対して補助をしております。 

 令和元年度においては、２０２件に対し１８

８９万５０００円の補助を行っております。 

 このほか、熊本県いぐさ・畳表活性化連絡協

議会へ１４０万１０００円の負担金を支出して

おります。 

 決算額は総額２７２８万８０００円で、全額

一般財源となっております。 

 不用額の３８０万２０００円は、い業機械再

生支援事業において、生産者数の減少等によ

り、当初の見込みに対して申請が少なかったこ

とによるものです。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

規模縮小とし、畳表張替え促進事業及びい業機

械再生支援事業とも事業を継続してまいります

が、イグサ農家戸数の減少を勘案した上で、不

用額が極力生じないよう予算計上してまいりま

す。 

 下段のいぐさ・畳表生産体制強化緊急対策事

業は、イグサ、畳表に関連する共同利用機械の

導入支援や、畳表トレーサビリティ導入支援及

びいぐさハーベスタ及び移植機の導入に対して

の緊急支援などを実施しております。 

 決算額は１億７２９８万８０００円で、平成

２９年度から３か年で１００台の計画で製造が

再開されたハーベスタのうち、最終年度である

令和元年度の本市と氷川町合わせて５９台の導

入に対して助成を行ったものです。 

 なお、特定財源として、県支出金８６４９万

４０００円とハーベスタ導入に際しての氷川町

の負担金１６１２万６０００円があります。 

 不用額の１８２８万円は、県の補助事業であ

る共同利用機械導入支援事業において申請がな

かったことが主な理由となっております。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

規模拡充とし、令和２年度から令和３年度まで

の２年間、カセット式イグサ移植機等の導入を

支援し、生産効率の向上を図り、産地の維持に

努めることとしており、事業費の増を今後見込

んでおります。 

 資料の８３ページをお願いします。 

 上段の八代市農地集積対策事業は、新規に５

年以上の賃借権を設定し、一定規模以上の農地

集積を行った農業者に対して、機械導入経費の

２分の１、上限１００万円を補助する農地集積

者支援事業と、農地中間管理機構を通して新規

に５年以上の賃借権が成立した場合、農地の貸

手に対して、１０アール当たり平野部で１万

円、中山間地域で１万５０００円の助成を行う

機構利用促進事業を実施しております。 

 決算額は１５５０万９０００円で、農地集積

者支援事業は１５件１２８０万８０００円の補

助、機構利用促進事業は４１件２７０万１００

０円の助成を行っております。 

 なお、財源は、全額一般財源となっておりま

す。 

 不用額の９４９万１０００円は、当初の見込

みに対して申請が少なかったことによるもので

す。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしており、今後とも遊休農地の発

生防止を図るため、機械導入補助の要件見直し

等を行い、農業者の経営規模拡大を図るととも

に、担い手への農地集積を図ってまいります。 
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 次に、８４ページ、お願いします。 

 上段の中山間地域等直接支払制度事業は、農

業生産条件の不利な中山間地において、高齢化

や後継者不足等により、耕作放棄地が増加して

いることから、農地の多面的機能の低下を防止

し、集落機能の維持を図るため、共同活動の推

進、担い手の育成などの活動に取り組む集落

に、直接交付金を支払うものです。 

 決算額は３２００万２０００円で、旧八代市

４地区、坂本町９地区、東陽町１７地区、泉町

２地区、合計３２地区が事業に取り組み、協定

面積は２１１ヘクタールとなっております。 

 なお、特定財源といたしまして、県支出金２

２５３万２０００円を財源としております。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとし、引き続き、各集落の取組のフ

ォローアップを行い、農地の保全に取り組んで

いくこととしております。 

 次、８５ページ、お願いします。 

 上段の営農支援事業では、新規就農者をはじ

め、経営課題を抱える農業者への指導、支援を

行っております。 

 ２名の営農支援員を配置し、就農希望者や新

規就農者、認定農業者などの相談、支援業務に

当たっております。 

 決算額は４４４万５０００円で、２名分の賃

金、社会保険料などとなっております。主な実

績としましては、新規就農者からの相談対応１

０２回、訪問指導４６０回などとなっておりま

す。 

 なお、特定財源としまして、県支出金１５５

万円を財源としております。 

 今後の方向性といたしましては、市による実

施、現行どおりとし、引き続き、就農者への支

援を行い、就農開始５年目以降における離農率

ゼロを目指してまいります。 

 下段のフードバレー流通推進事業では、本市

の多様な農林水産物を生かし、商品の高付加価

値化、新たなビジネスの創出、食関連産業の雇

用の増加などの実現を目指しております。 

 決算額は９２９万９０００円で、国内流通ア

ドバイザー１名との業務委託及び八代農林水産

物等ＰＲ事業補助金１０件に対して、２８６万

２０００円の補助などを行っております。 

 特定財源として、国の地方創生推進交付金２

６０万５０００円を財源としております。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとし、今後も、県、ＪＡ、民間事業

者などと連携を図り、事業を推進してまいりま

すが、新型コロナウイルス感染症の影響によ

り、消費者の消費行動、企業活動が変化してき

ており、オンライン商談会の利用など、新たな

手法も取り入れて取り組んでまいります。 

 ８６ページ、お願いします。 

 上段のフードバレー輸出促進事業は、台湾や

香港でのフェア開催、見本市出展などを中心と

した活動を行い、市内事業者の海外展開、販路

開拓を支援し、八代産農林水産物をはじめとし

た八代産品の輸出拡大を図っております。 

 決算額は１４７９万３０００円で、海外流通

アドバイザー委託費１６３万４０００円、台湾

での販路開拓業務委託料７６３万６０００円、

香港での晩白柚プロモーション１５０万５００

０円及びこれらに要する旅費などが主なもので

ございます。 

 なお、特定財源として、国の地方創生交付金

６８８万３０００円を財源としております。 

 今後の方向性としまして、市による実施、現

行どおりとしておりますが、国内と同様に新型

コロナウイルス感染症の影響から、各国で移動

に伴う制限が行われており、海外渡航が困難な

状況であることから、民間事業者のマッチング

サイトの活用など、新たな手法での事業展開を

図っていく必要があります。 

 ８７ページ、お願いします。 

 下段の農業次世代人材投資事業は、農業従事
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者の高齢化が急速に進展する中、持続可能な力

強い農業を実現するためには、青年就農者の確

保、育成が重要であることから、就農直後の経

営が不安定な初期段階に資金を交付し、就農意

欲の喚起と定着を図るものです。 

 決算額は９３１６万７０００円で、６３経営

体に交付しております。 

 なお、特定財源としまして、全額県支出金と

なっております。 

 不用額の３４３３万３０００円は、所得要件

による減額・停止と、新規交付対象者が当初見

込みより少なかったことが主な要因となってお

ります。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとし、今後とも本事業を活用し、青

年農業者の確保に努めるとともに、就農後の定

着に向けた支援について、県や農業団体と連携

し、取り組んでまいります。 

 次に、８８ページをお願いします。 

 上段の山村振興関係事業では、中山間地域農

業の生産や流通において、地理的に条件不利で

あることなどの課題に取り組むため、県の中山

間農業モデル地区支援事業を活用し、地域が自

ら取り組む農業ビジョンの策定及びその実現に

向けた取組に対する支援を行っております。 

 決算額は２５３３万１０００円で、坂本町の

鶴喰地区をはじめ、４つのモデル地区を設定

し、地域が取り組む事業に対して交付金を交付

しております。 

 なお、特定財源としまして、全額県支出金と

なっております。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとし、今後とも、持続可能な中山間

地域農業を目指すとともに、他の地区への波及

効果を期待し、意欲のある地域には、同様の支

援が行えるよう取り組んでまいります。 

 下段の八代畳表認知向上・需要拡大事業は、

令和元年度から取り組んだ新規事業となります

が、令和元年１０月に官民が連携した、八代産

畳表認知向上・需要拡大推進協議会を立ち上げ

ております。 

 この協議会では、八代産畳表のＰＲ活動を広

く行い、八代産畳表の認知度の向上と需要の拡

大を推進し、イ産業の活性化と畳文化の保護と

継承を図っていくこととしております。 

 決算額は５３２万７０００円で、協議会の負

担金４５０万円が主なものとなっております。 

 なお、特定財源といたしまして、八代産畳表

応援寄附金３００万円を財源としております。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

規模拡充とし、効果的なＰＲを行うため、子育

て世代などの対象者を絞った全国誌への記事掲

載や、首都圏における駅張り広告などを活用し

た事業を展開していくこととしております。 

 ８９ページをお願いします。 

 上段の強い農業づくり支援事業は、国産農畜

産物の安定供給を図るため、必要な共同利用施

設などの整備を支援するもので、国の要綱に基

づき実施する補助事業となっております。 

 決算額は５億１８１１万円で、現年度分事業

として、低コスト耐候性ハウス１４棟、２億３

９６１万円、前年度からの繰越分として１０棟

のハウス整備、２億７８５０万円を行っており

ます。 

 なお、特定財源として、全額県支出金となっ

ております。 

 不用額の２億２０８２万５０００円は、各事

業の入札残によるものとなっております。 

 また、翌年度への繰越額５億４６３４万１０

００円は、現場作業員の確保が困難な状況であ

ったことと、鉄骨の接合部に使用される資材が

入手困難であったことから、年度内の事業が完

了できず、翌年度へ繰り越したものでございま

す。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとし、引き続き、補助事業を活用し
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た共同利用施設整備などを支援してまいりま

す。 

 ９０ページをお願いいたします。 

 上段の産地パワーアップ事業は、水田、畑

作、野菜、果樹などの産地パワーアップ計画に

基づき、意欲ある農業者が高収益な作物、栽培

体系の転換を図るための取組を支援するもの

で、支援の内容としましては、乾燥調製施設、

育苗施設、集出荷貯蔵施設等の導入を支援する

整備事業とリース生産方式による農業機械、資

材等の導入を支援する基金事業がございます。 

 決算額は１億７３００万円で、現年分の整備

事業として、ミニトマト選果機導入費１億１３

００万円、基金事業としてコンバイン導入費４

２５万円、前年度からの繰越分の整備事業とし

て、育苗ハウス建設費５４１０万円、穀物乾燥

調製施設１６５万円となっております。 

 なお、特定財源として、全額県支出金となっ

ております。 

 不用額の３２８５万６０００円は、各事業の

入札残となっております。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとし、国、県と連携しながら、事業

者のニーズに合った支援を継続していくことと

しております。 

 ９１ページをお願いします。 

 上段の攻めの園芸生産対策事業は、生産力を

強化し、国内外との競争に打ち勝つ産地づくり

の構築を図るため、施設、機械、基盤整備等の

導入に支援を行ったものです。 

 決算額は１０４０万６０００円で、内訳とい

たしましては、トマト及びミニトマトハウスの

谷自動換気施設の導入、２９台１６３万３００

０円。同じく、炭酸ガス発生装置の導入、１０

台２００万円。同じく、養液土耕施設の導入、

１２棟５０８万３０００円。枝豆の収穫機、選

別機、洗浄機の導入、各１台１６９万円でござ

います。 

 なお、特定財源として、全額県支出金となっ

ております。 

 不用額の４０８万３０００円は、事業者の計

画変更などに伴う減額と入札残によるもので

す。 

 今後の方向性といたしましては、市による実

施、現行どおりとし、農業者の要望を把握しな

がら、施設、機械等の導入に向けた支援を継続

的に取り組んでいくこととしております。 

 次に、９３ページをお願いします。 

 上段の市内一円土地改良整備事業は、主に各

校区からの排水路や農道等の整備要望に対応す

るため、緊急性や必要性を踏まえ、整備箇所を

選定し、工事等を行っております。 

 決算額は１億５８１９万円で、排水路改修工

事１４件、４５２５万９０００円、農道の改良

・舗装工事１０件、４４１５万９０００円など

となっております。 

 なお、１１３４万５０００円は、翌年度へ繰

り越して執行することとしております。 

 特定財源といたしまして、県支出金７万１０

００円、地方債２０７０万円、その他、特定財

源といたしまして、農業振興費寄付金３０万円

を財源としております。 

 今後の方向性といたしましては、市による実

施、現行どおりとし、校区からの要望も多い

中、限られた予算の中で、緊急性、必要性を精

査し、事業を推進してまいります。 

 ９４ページをお願いします。 

 上段の県営土地改良事業負担金事業は、県が

主体となり実施する県営土地改良事業で、地方

財政法、土地改良法及び海岸法に基づき、負担

金を支出しておるものです。 

 決算額は２億１９９万５０００円で、経営体

育成基盤整備事業５地区、７４３０万７０００

円。かんがい排水事業３地区、３８６６万８０

００円。湛水防除事業２地区、７１３７万円。

農地海岸保全事業３地区、１７６５万円の負担
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金が主なものです。 

 なお、特定財源といたしまして、地方債の１

億８５００万円がございます。 

 今後の方向性といたしましては、市による実

施、現行どおりとし、本事業は農業基盤の整備

ばかりでなく、住民生活にも関わり、重要性が

高いことから、国、県に対して予算の拡大と事

業の採択を引き続き要望していくこととしてお

ります。 

 ９５ページをお願いします。 

 上段の多面的機能支払交付金事業は、農業・

農村の有する多面的機能の維持、発展を図るた

め、農業者及び地域住民から成る組織が行う、

農地や農業用水路などの地域資源の適切な維持

管理活動等に対して支援を行っております。 

 決算額は２億４１３５万５０００円で、水路

の泥上げや農道の路面維持など、農地の維持に

取り組む２３組織に対して９９００万７０００

円、施設の軽微な補修や景観形成などの共同活

動に取り組む１０組織に対して４８２０万１０

００円、未舗装農道の舗装やコンクリート水路

の更新など、長寿命化に取り組む７組織に対し

て９３４２万２０００円を交付しております。 

 なお、特定財源といたしまして、県支出金１

億８１５１万円を財源としております。 

 不用額の２２２万４０００円は、当初要望に

対して、補助金の交付額が減額されたことによ

るものです。 

 今後の方向性といたしましては、市による実

施、現行どおりとし、地元の各組織での活動が

円滑に行えるよう、指導、助言を継続して行う

とともに、新規組織の設立へ向けた説明会の開

催などにも取り組んでいくこととしておりま

す。 

 少し飛びまして９８ページをお願いします。 

 下段の地籍調査事業は国土調査法に基づき、

土地の一筆ごとの地番、地目、所有者を調査

し、地籍簿と地籍図を作成するものです。 

 決算額は１億８４７３万８０００円で、現年

度分といたしまして、東陽町小浦の一部の調査

測量業務委託等９７５９万２０００円、平成３

０年度からの繰越分として、東陽町小浦の一部

及び泉町椎原の一部の調査測量業務委託６９２

１万２０００円が主なものとなっております。 

 なお、特定財源といたしまして、県支出金、

現年度分と繰越分を合わせまして、１億３０９

６万５０００円を財源としております。 

 翌年度への繰越額３７８３万円は、国の２次

補正予算により新規地区の予算措置を行いまし

たが、事業実施において、年度内の完了が困難

となり、繰り越したものです。 

 不用額の１０６５万円は、入札残及び国の補

正予算により、事業費を前倒しして計上し、当

初予算計上分に不用額を生じたことによるもの

です。 

 今後の方向性といたしましては、市による実

施、現行どおりとし、今後とも地籍調査による

法整備を注視しながら、効率的な手法での地籍

調査事業の推進を図っていくこととしておりま

す。 

 ９９ページをお願いいたします。 

 下段の木材利用促進事業では４つの事業を行

っております。 

 決算額は総額８３１万７０００円となってお

ります。 

 まず、八代産材利用促進事業では、八代産木

材の需要を拡大する目的から、八代産材を利用

した家屋の新築、増改築などに対して助成を行

い、家屋の新築１４件に対して、１８７万６０

００円の補助を行っております。 

 次に、木の駅プロジェクト推進事業では、未

利用間伐材等を有効活用することで、林家所得

の向上と地域活性化を図り、木材利用促進につ

なげることを目的に行っております。 

 木の駅の運営委託料として３００万円、地域

通貨券の換金などに要する費用として２１２万
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８０００円などが主なものとなっております。 

 ３番目に、輸出木材くん蒸助成事業では、中

国向けの木材の輸出に際して必要となる薫蒸事

業の一部を助成しております。１４０９立米に

対して３０万円の補助を行っております。 

 ４番目に、くまもとの森林利活用最大化事業

では、間伐材の利活用拡大を図るため、出荷に

際して流通経費の一部を助成しており、１６６

立米に対して５６万４０００円の補助を行って

おります。 

 なお、特定財源といたしまして、県支出金２

８万２０００円を財源としております。 

 不用額の１０３８万４０００円は、木の駅プ

ロジェクト推進事業において、木材取扱量が当

初見込みよりも少なかったことと、くまもとの

森林利活用最大化事業におきまして、間伐材の

搬出量が少なかったことが主な要因となってお

ります。 

 今後の方向性といたしましては、市による実

施、現行どおりとし、今後とも、八代産木材の

需要を拡大し、本市の林業全般の活性化並びに

森林の健全化を進めてまいります。 

 １０１ページをお願いいたします。 

 上段の森林経営管理事業は、林業の成長産業

化と森林資源の適切な管理を行うため、森林環

境譲与税を財源として、森林所有者への今後の

森林経営に関する意向調査をはじめ、鹿被害対

策や林道、作業道の維持、修繕、林業後継者対

策など、林業が抱える課題に広く取り組むもの

です。 

 決算額は３８０３万３０００円で、主なもの

といたしまして、泉町仁田尾地区及び東陽地区

の森林所有者への意向調査業務委託９２８万４

０００円、林道渋利線などの修繕費１６６３万

４０００円、林道福根線ののり面工事５７８万

６０００円などとなっております。 

 今後の方向性といたしましては、市による実

施、現行どおりとし、山間部においては、本年

７月の豪雨の影響が多分にございますが、今後

とも森林所有者への意向調査を継続して実施

し、適切な森林管理と間伐などの森林整備へつ

なげてまいります。 

 資料のページが飛びまして、１６７ページを

お願いいたします。 

 款１０・災害復旧費について御説明申し上げ

ます。 

 上段の農家の自力復旧支援事業は、平成２８

年の熊本地震により被災した農地で、国の補助

対象とならないものについて、農家が自ら行う

復旧作業などに要する経費の一部を補助するも

のです。 

 決算額は７８万１０００円で、申請件数６

件、１９か所について、農地畦畔の復旧や客

土、均平作業等に対して補助を行っておりま

す。 

 なお、特定財源といたしまして、全額、熊本

地震復興基金交付金を財源としております。 

 不用額の３６９万１０００円は、当初要望調

査に対して、復旧に取り組まれなかった農家が

出てきたことなどによるものです。 

 なお、この熊本地震に関連した本事業は、令

和元年度をもって終了となります。 

 下段の林道施設災害復旧事業は、豪雨災害に

よって被害を受けた林道の災害復旧を行ってお

ります。 

 決算額は１８６８万８０００円で、現年度分

として、林道の修繕や復旧工事など１２４１万

７０００円、平成２９年度からの繰越分として

２件、６２７万１０００円の災害復旧工事を行

っております。 

 なお、特定財源といたしまして、県支出金６

５７万４０００円、地方債１１０万円を財源と

しております。 

 翌年度への繰越額１５２６万３０００円は、

令和元年度から令和２年度への繰越明許費７４

１万５０００円と平成３０年度から令和２年度
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への事故繰越７８４万８０００円の合計額とな

っております。 

 なお、繰越明許費の内訳につきましては、林

道植木谷線災害復旧工事請負費及び林道菊池人

吉線災害復旧工事に係る補償費となっておりま

す。 

 また、事故繰越につきましては、林道菊池人

吉線災害復旧工事請負費となっております。 

 不用額の１６１万３０００円は、入札残が主

なものとなっております。 

 今後の方向性といたしましては、市による実

施、規模拡充としており、令和２年７月豪雨に

より甚大な被害が発生した坂本地区、泉地区の

災害復旧に要する予算規模を拡大し、林道の機

能回復を図ってまいります。 

 続きまして、決算書を用いまして、主な流用

を御説明してまいります。 

 決算書をお願いいたします。決算書の１３２

ページ、１３３ページをお願いいたします。 

 前のページからの続きになりますが、款５・

農林水産業費、項２・林業費、目２・林業振興

費で、備考欄上段に記載の３３６万４０００円

の流用は、林道６路線において、のり面の崩土

等により、通行に支障を来し、修繕費が必要と

なり、委託費より流用し対応したものです。 

 同じく、項２・林業費、目４・林道新設改良

費で、備考欄の中ほどに記載の１２９万９００

０円の流用は、林道の改良・舗装事業におい

て、測量設計業務委託費に入札残を生じ、交付

決定を受けた補助事業精算のため、入札残を工

事請負費へ流用し執行したものです。 

 次に、１３４ページ、１３５ページをお願い

いたします。 

 ここも、前ページからの続きになりますが、

項３・水産業費、目２・水産業振興費で、備考

欄上段、末尾の２８２万６０００円は、八代海

エビ類共同放流協議会を立ち上げ、八代海沿岸

の市、町、漁協、県が一体となって、エビ類の

共同放流に取り組むこととしたため、稚エビの

種苗放流経費である需用費から、協議会負担金

へ予算の流用を行い、対応いたしたものです。 

 以上で、農林水産部関係分の説明とさせてい

ただきます。御審議方よろしくお願いいたしま

す。 

○副委員長（谷川 登君） ありがとうござい

ました。それでは、以上のことについて質疑を

行います。 

 質疑ありませんか。ありませんか。 

○委員（山本幸廣君） ９１ページ。事業名は

攻めの園芸生産対策事業。 

 今後の方向性としては、現行どおりというこ

とでありますが、数字については、私は何も言

いません。ただ、これは、今、攻めの農業とい

うのは一番大事な時期だと思うんですよね。こ

れだけコロナ禍が進んだ中で、消費、いいもの

をつくり、消費者から選ばれる食料基地である

八代の基本的なですね、先を見通した中での、

この対策事業でありますので、３分の１の補

助、３分の１が受益者負担等々でありますの

で。特に、国県支出金等の中でですね、この事

業を進めるわけでありますので、よろしかれ

ば、市による事業の規模拡充と。この攻めの農

業をですね、もう少し実態調査をしながらです

ね、推進をしていくという、そういう考えはな

いですかね。 

○農林水産部長（沖田良三君） 攻めの園芸生

産対策事業ということで書いてございますけれ

ども、国の補助事業と県からの間接補助事業と

いうことで、事業年度に要望をまず取るわけで

ございまして、毎年毎年、事業費っちゅうのは

変わってまいります。 

 当然ながら、今おっしゃったように、特に、

ミニトマト、トマト、丸トマトですね。それ

と、コロナで影響を受けております花卉類、そ

れらの今後のですね、需要の拡大なり消費の拡

大なりする中で、さらに要望等を取る中で、事
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業量は変動は当然してまいりますので、市とし

ては、極力その要望に際して、生産者から要望

いただければ、積極的に補助金を取りにいくと

いうような姿勢は変わりませんので、今後も引

き続き事業を継続していきたいというふうに思

います。 

 以上です。 

○委員（山本幸廣君） 今、部長から説明あり

ましたので、期待をしておりますが、まだまだ

ですね、攻めの農業の中でも、この事業の活

動、その事業を活用しなければいけない。 

 やっぱり実態の中でですね、部長が言われた

とおりなんですが、いろんな、今、国が出して

おります、国の政策の中で、新たにというかで

すね、そういう言葉がどこでも出ているわけで

ありますけども、新たな生産性の方向性をやっ

ぱし変えていく必要があるだろうと私は思うん

ですね。新たに、いろんな農作物に取り組んで

いくという。 

 農家の経営ががらっと変わる時代が来るんじ

ゃなかろうかと心配しております。ただトマト

作ればいい、何を作ればいじゃなくしてです

ね、この攻めの農業の中で、その土台となる生

産性を高めるための事業であるわけですので、

よろしかればですね、いろんな品種の中で、八

代に見合った作物を作る中でですね、この攻め

の農業の今回の生産対策が、そういうのに活用

できるんじゃなかろうかと、そういうふうに思

います。 

 そういうことを考えればですね、今のとこ

ろ、はっきり言って、コロナ禍で外に出られな

いというような状況でありますので、ぜひとも

ですね、この事業については、まだまだ行政と

しても指導していくし、今、部長が言われたと

おり、生産者の方の意欲を高めるためにもです

ね、この事業については、ひとつ、いろんな実

態調査をしながらですね、進めていただければ

なと、そのように思いますし、市による、――

現行どおりということでありますけども、現行

どおりより前に進んでいただきたいというのが

私の考えです。 

○副委員長（谷川 登君） 要望として承りま

す。 

 ほかにありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） すいません。９３ペー

ジのほうで、すいません。主要な施策の成果に

関する調書の９３ページということで、市内一

円土地改良整備事業と、その下、非補助土地改

良融資事業というのがありますけれども、どち

らについても、校区からの整備要望が多くなっ

てきているというところに対して、いろんな精

査しながらですね、取り組んでられるというよ

うな御説明いただきました。 

 この要望に対してですね、何％ぐらい達成率

というかですね、完了されてきているのか。年

度ごとというか、資料等あればちょっとお話聞

きたいなというふうに思いますけど。 

○農地整備課長（村井幸治君） 農地整備課、

村井でございます。よろしくお願いします。 

 大体、年間１００以上は要望上がっていると

ころでございます。ただ、そこ、何％か、ここ

数年の統計ちゅうのはちょっと今手持ちに持っ

ておりませんので、後ほどまた集計しまして、

御報告したいと思いますが、よろしいでしょう

か。 

○委員（野﨑伸也君） はい、分かりました。

何で質問したかっていいますと、いたちごっこ

的なですね、何か、豪雨、雨が降ったりとかい

ろんな気象条件によって、こう崩れたりとか、

そういうものがまた発生しだして、ずっと後追

い後追いじゃないですけど、件数的に減ってい

かないと。結局的に、早く要望箇所については

全て終わらせていって、利用者の方のですね、

農業生産にですね、つなげていけるような形に

せんといかんかなというふうに思いましたの

で、一応質問させていただいたところです。 
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 あと、別件になりますけど、もう１件よろし

いですか。 

 同じこの調書の関係なんですけれども、１０

４ページ、栽培漁業振興事業ということであり

ました。決算額がですね、ありましたけれど

も、ただ、その中からですね、この八代海エビ

類共同放流協議会のほうに流用もですね、され

ているというような話もありましたけれども、

本来、エビの放流、あるいはほかの稚魚の放流

をする分のお金がそちらに削ってから行ってし

まったのかどうかと。本当はまだいっぱい放流

したかったのにというのがあったのかどうかと

いうのをちょっとお知らせいただきたいと思い

ます。最初から予定があったのかどうかです

ね。 

○農林水産部次長（中川俊一君） 先ほど説明

の中でも触れましたけど、この八代海エビ類共

同放流協議会というのを令和元年度立ち上げて

おります。ここで負担金として２８２万６００

０円出しておりますけど、これにつきまして

は、もともとエビの種苗放流経費ということで

予算を取っていたものです。それを負担金とい

う形で、この協議会のほうに繰り出すような格

好を取りまして、沿岸の市町、漁協さんたちと

一緒になってですね、効果が上がるようにとい

うことで、エビの放流の方針をそういった方向

で決めまして、エビの放流をやったというとこ

ろでございます。 

○委員（野﨑伸也君） エビの放流はされたっ

ていうことですよね、結局は。協議会を立ち上

げたんですけれども、負担金として出したけ

ど、その分でまた、一緒になって皆さんでやら

れたんだというような認識でよかですかね。 

○農林水産部次長（中川俊一君） この負担

金、市町村からの負担金プラス、県のほうから

もですね、費用のほうが出まして、約１０００

万ぐらいの事業費でもって、みんなで一緒にな

って、放流地点を共同で考えて、エビの放流を

やったというところでございます。 

○委員（野﨑伸也君） すいません、エビと

か、この（聴取不能）のやつは結構続いてます

けれども、漁獲高とか、そういうものは、放流

に対して成果が上がっているのかどうかという

のは分かりますか。 

○水産林務課長（鶴本英一郎君） 水産林務課

の鶴本です。エビの水揚げ量について、お答え

したいと思います。 

 今、八代ではエビの水揚げ量が１トン以下と

いうことで、数値上は表れてきておりません。 

 以上です。 

○委員（野﨑伸也君） 今、１トン以下という

ようなことで、放流し出してからというか、過

去からの量の比較というのは、ちょっとまだで

きないような状況かもしれないんですけれど

も、取りあえず、エビ以外にもいろいろやられ

ていると思いましたんで、そこら辺のところ、

数値のですね、把握というのはちょっと必要じ

ゃないかなというふうにはちょっと感じたとこ

ろです。 

○副委員長（谷川 登君） ほかにありません

か。 

○委員（山本幸廣君） 決算書の１２６ペー

ジ。 

 まず、農事研修センターの費でありますが、

もうほとんどの職員の給与、毎年変わらないん

ですよね。何名か分かりませんけども。土壌分

析に５０万という形ですけど、これは部長、研

修センターの今の位置づけというのはですね、

現行どおり、――いつも現行どおりなんですけ

ども、もともと研修センターというところを抜

本的にですね、考えを見直したほうがいいんじ

ゃなかろうかと、私は思うんですよ。土壌分析

等々についてもですね、これについて５０万ぐ

らいですけども。 

 大きくするのか、それとも充実するのか、今

のままでいいのかという状況の中で、もう少し
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この農事研修センターというのをですね、活用

できるような体制づくりを、中身を変えたほう

がいいんじゃなかろうかと、そのように思うん

ですが、部長、いかがですかね。 

○農林水産部長（沖田良三君） 農事研修セン

ターの職員給与でございますが、３名分の給与

となっております。 

 職員数はですね、ほぼ例年並みっていいます

か、増減なく３名ということにしております

が、現在の主な事業としましては、決算書にも

ありますように土壌分析業務が主な業務で、そ

のほか婚活事業等も行っておるところでござい

ますが、以前から後継者の育成その他含めて、

山本委員のほうからはいろいろアドバイスをい

ただいておったところでございます。 

 部内でもですね、そこのところ少し研究が必

要だろうということで、実は今年度に入りまし

てからでございますが、次の若手の担い手をど

う育てるかという中で、今、部内と八代農業高

校でちょっと連携してやらないかということで

今協議を進めております。まだ、具体的にはま

だ組織の立ち上げ等には至っておりませんけれ

ども、今年度中には、新たな、その担い手を育

成する場を設けて、その主体として研修センタ

ーを位置づけていきたいというふうに考えてお

ります。 

 以上です。 

○委員（山本幸廣君） 部長、本当にありがと

うございました。 

 私は心配しておったというのが現実でありま

した。担い手について交付金等の事業もあるわ

けでありますけども、それにブッキングすると

いうことの考えは、私はすばらしいと思いま

す。その方向性で行っていただきたいと思いま

す。 

○副委員長（谷川 登君） 要望として承りま

す。ほかにありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） すいません、調書のほ

うなんですけど、９９ページ。木材利用促進事

業なんですが、御説明聞いてる中でちょっと思

ったのが、木の駅プロジェクトの推進事業なん

ですけど、これはちょっと、何かあんまり芳し

くない、うまくいってないようなふうに説明の

中では聞こえたんですけれども、取扱数量とか

そういった推移的なもの、分かられますか。 

○水産林務課長（鶴本英一郎君） 木の駅プロ

ジェクト事業について、若干説明したいと思い

ます。 

 切捨て間伐材や端材などの林地残材をバイオ

マス燃料として有効活用して、地域循環エネル

ギーの供給体制の確立や、地域通貨券の活用に

よる地域の活性を図る事業でございます。 

 ２８年度に始まっておりまして、２８年度は

１４０１トン、２９年度が８５２トン、平成３

０年度が９４０トン、昨年度が７６０トンの取

扱いとなっております。 

 これについては、当初、事業者のほうからの

搬入量が多くて、数量が上がっていたんです

が、地域の自伐林家のほうでもう少し頑張って

いただきたいということで、そちらを推進した

結果、事業者の量が少なくなりまして、量が減

っている状況でございます。 

 以上です。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。年々ち

ょっと減ったというのも、方向性をちょっと変

えた関係からっていうような分析もされている

んだなというふうには分かりました。 

 あと申し訳ない、もう１点なんですけど、す

いません。よろしいですか。 

 同じとこなんですけど、輸出の木材の関係で

すけども、こちらは増加していますか。減って

るんですか。どっちなんですか。 

○水産林務課長（鶴本英一郎君） 木材、輸出

の部材薫蒸事業でございますが、これについ

て、輸出丸太材の杉材について必要となる薬剤

の薫蒸に対して、立米当たり６００円の３分の
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２を補助するという形で、取扱量につきまして

は、平成２８年度が１６３２トン、平成２９年

度が１２０６トン、平成３０年度は１４５７ト

ン、昨年度が１４０９トンとなっております。 

 以上です。 

○委員（野﨑伸也君） はい、分かりました。

ありがとうございます。 

○委員（山本幸廣君） あえて数字をちょっと

見たもんですけんでから。担当の方が説明して

ください。 

 同じく１２６ページのですね、款の５の農業

後継者育成費の中で、節の区分の中でですね、

報償費が１９万、支出済みがゼロということな

んですけど、そこら辺り説明してください。 

○理事兼農林水産政策課長（豊田浩史君） 農

林水産政策課長、豊田です。 

 こちらの報償費が、支出がなかったという理

由でございますが、当初ですね、講師謝礼とい

うことで報償費を組んでいたところでございま

すが、この事業の打合せ等におきまして、報償

費をですね、県の職員など、そういった者で、

報償費が必要ないような方々を講師に招聘しま

したので、報償費の支出がなかったということ

でございます。 

 以上でございます。 

○委員（山本幸廣君） ありがとうございまし

た。 

○副委員長（谷川 登君） ほかにありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） すいません、調書のほ

うの１００ページ、有害鳥獣被害対策事業なん

ですけど。一生懸命頑張ってやっていただいて

いるというふうに思っておりますが、今後の方

向性がですね、市による実施、現行どおりとい

うふうになってるんですけれども、規模拡充し

ていくというのが必要じゃないかというふうに

思っているんですけれども、現行どおりとされ

たというその理由ですね、教えてほしいなとい

うふうに思います。 

○農林水産部長（沖田良三君） 被害の拡大を

防ぐためには、規模拡充だろうかと思いますけ

れども、現状見てみますと、実施隊員が高齢化

もしております。市のほうとしましても、新た

な実施隊員の発掘ということで、係る研修費で

あったりとか、その辺も補助しながら、増やし

たいという思いで取り組んではおりますもの

の、ここ数年見ておりましても、退会される

方、新たに入会される方、見ますと、おおむね

この人数ぐらいにとどまっとるというような状

況もございますもんですから、捕獲頭数はじゃ

んじゃん増やしたいという思いはある中で、実

働される実施隊員が今のところあまり増加に転

じていないということから、現状どおりとした

ところでございます。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。ありが

とうございました。 

○副委員長（谷川 登君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○副委員長（谷川 登君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

○委員（野﨑伸也君） いろいろ、農業の関係

だったり、林業の関係だったり、漁業の関係も

質問させていただいたんですけれども、木材の

関係では、先ほども質問しました木の駅プロジ

ェクトの関係ですけれども、意外と取扱量が減

ってきているんだなというのがありまして、こ

ちらも高齢化とかそういったもの、そういった

実施される方々の背景というのもあるんじゃな

いかなというふうには思うんですけれども、せ

っかくですね、地域にですね、お金が回るよう

な仕組みということで、非常にいい事業をされ

ているというふうに思ってますんで、ぜひ取扱

量が伸びていくようにですね、ぜひ、また検討
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していろいろとやっていかれるというふうに聞

いていますので、期待をしておりますので、よ

ろしくお願いしたいというふうに思います。 

 あと、有害鳥獣の関係、先ほども言いました

隊員の関係でですね、なかなかやりたいんだけ

ど、難しいというようなお話でしたけれども、

いろいろな隊員さんの、――駆除というほかに

もですね、何らかのですね、やり方、頭数を上

げていくようなやり方というもの、また増やさ

ないというような、そういったやり方とかです

ね、いろいろちょっと全国的なところまで、い

ろいろ先進的なことをやられるところもありま

すんで、ぜひ八代もですね、できればですね、

規模拡充に向けて、取り組んで、駆除のほうを

ですね、増やしていってほしいなというふうに

思っております。 

 あと、水産の関係ですけれども、栽培漁業の

関係、放流の関係でも質問しましたが、答弁の

中でもなかなか放流したものに対して量として

上がってきてないというのも見受けられるのか

なというふうに思いますんで、できればこちら

のほうもですね、規模拡大のほうでですね、ぜ

ひ漁業者の方のですね、収入向上に向けてです

ね、ぜひ取り組んでいただきたいというふうに

思っております。 

 あわせて、アサリのほうがですね、やはり今

回の災害で非常に壊滅的なダメージを受けたと

いうふうに聞いております。漁場環境保全事業

もありますんで、そちらのほう、ぜひしっかり

ですね、対応のほうですね、――ぜひ規模拡充

せんとちょっといかんかなというふうには思っ

ておりますんで、部長も分かっておられると思

いますけれども、ぜひですね、アサリのほうの

復活というかですね、そっちに向けて、ぜひ頑

張ってもらいたいというふうに思っておりま

す。よろしくお願いいたします。 

○副委員長（谷川 登君） ほかにありません

か。 

○委員（山本幸廣君） 今後の方向性、職員と

部長、今日の出席された執行部の方々と一緒に

考えるという中で、意見を申し上げたいと思い

ます。 

 まずは、今後の方向性の中で、１から５ま

で。不要の廃止。不要。完了。それから民間の

実施。それから市による規模の縮小。それから

現行どおり。そして拡充をするという５つの方

向性があるわけでありますが、農林水産関係に

ついてはですね、これから大事なですね、日本

の国にとっても、さらには八代市の財政の税収

に関わるですね、農業収益を上げるためにもで

すね、現行のとおりじゃなくして、めり張りの

あるですね、私は方向性をですね、示していた

だきたい。これが、これから今後一番大事だと

思います。 

 監査委員もおられますけども、財政運営をす

る中でもですね、やはり税収が上がらなけれ

ば、どうしてもですね、自主財源が拡充しなけ

れば、既存だけではなかなか難しい自治体の運

営が来るというような状況になると思いますの

で、ぜひともこの一次産業についてはですね、

やはり規模の拡充するような、そういう方向性

をですね、もう少し持っていただければ。 

 財政もそのことについてはですね、部長の理

論づけがですね、真綿の首絞めのような理論を

していかれると思いますので、期待をしており

ます。 

 以上です。 

○副委員長（谷川 登君） ほかにありません

か。 

○委員（上村哲三君） 農業、林業、水産業、

合わせてですね、毎年考えるのは、次世代育成

がいかに重要かというのを一番に思います。 

 農業においては、やはり農業従事者がです

ね、やはり確実な所得でですね、ほかの業種と

比べて遜色ない、やっぱり所得の向上を目指す

こと。しっかりそこをしないとですね、農業従
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事者は増えてこないだろうと。 

 林業もそうですが、水産業もですね、――農

業の場合は八代の場合は分母が大きいですよ

ね。ところが林業、水産業においてはね、分母

が小さくなってます。林業は大体、元は多かっ

たんですけど、今は経営が成り立たないという

ことでですね、実際は、休眠状態というような

形で思っておりますのでですね、その辺りのと

ころはですね、しっかり取り組んでいかんと、

恐らく完全に衰退してしまう部分がね、２部門

ぐらいあるのかなというふうな感じをですね。 

 毎年見てて、この次世代育成に関してはです

ね、根本的なところを、だからもう１回検討し

直して、突き詰めてですね、集中的な事業をで

すね、やっていただきたいというふうに思いま

す。 

 先ほども質疑の中でちょっと出てましたが、

林業に関してはですね、木材利用促進事業あた

りでですね、伐採後のですね、残材、これが、

特に県外の業者が、伐採した山でですね、多く

見られます。私、地元おりまして、周辺部回っ

てみましたが、大変多く見られましてですね、

これが今度は豪雨災害あたりのときにですね、

これが障害物となってしまっている現状が今年

大きく見れたというような思いがします。 

 県あたりとですね、十分協議をしながら、こ

の残材の問題についてはですね、的確にやはり

処理をするということも含めて、考えていただ

ければなというふうに思います。 

 それから、水産業の場合にはですね、権利が

ありますよね。いろいろ、定置網、それから区

分がしてありますよね、いろいろ。そういう権

利と、それからそれをちゃんと十分に緩和して

いくような形がないとですね、水産業従事者は

ね、新規に出てこないんじゃなかろうかと。 

 また、投資額も、一つ船を造るだけで相当な

額が、家一軒分ぐらいの金が要ってくるわけで

すから、うまいこと、辞められる方の物を融通

したりとかですね、そういうところもやっぱ

り、漁業組合あたりとよく話合いをしてです

ね、将来的には、やはり従事者の枯渇を生まな

いようなことをですね、同時に市も考えて、そ

のための補助制度をつくっていくというような

形でお願いできればなというふうに思います。 

 林業関係で言えばですね、林道の整備です

ね。林道の整備は何も木材関係だけではありま

せん。さっきほかの委員からも出てましたが、

有害鳥獣駆除対策、これにはですね、林道が使

えればどんなに楽かというような形の部分をで

すね、経験上、私も見てきましたんでですね、

これは大変重要だと思います。林道がよく整備

されている地域の山にはですね、入りやすいで

す。 

 もう自らですね、入っていく山ばっかしだと

いうときにはですね、大変高齢化もしておっ

て、厳しいというようなことも聞いております

し、猟友会のですね、後継者不足というのは、

はっきりあります。ここにはやはり難しい問題

がやっぱり、資金と投資額の問題と、やっぱ

り、銃に関すれば、警察の、公安の管理があり

ますんでですね、その部分は確かに難しいで

す。いろんな制約がですね、大変厳しいものが

あります。 

 でも、その中でも、今取りかからんとです

ね、恐らく１０年後はないのかなというふうな

気がしていますのでですね、ぜひここに来られ

ている委員さんの若い方もですね、ぜひ従事者

にですね、免許を取っていただいて、従事して

いただければなというふうに思います。 

 それから、有害駆除に関しては、今、エリア

ごとの、各支部ごとのですね、エリア決めがあ

ります。このあたりも少し規制緩和をしてです

ね、人数の足らないところからはですね、ほか

の支部にでも要請をしてというような形のこと

も、各猟友会を集めてですね、指導をしていた

だければですね、もうちょっと効率よく進んで
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いくのかなというふうに思います。 

 猟の場合には、わなをかけたり、網を張った

り、待ちの姿勢と、それから積極的にいく銃猟

の形が、２種類あります。どちらも、双方やっ

ていかないといけないでしょうけど、やはり積

極的なほうがですね、やろうと思えばできます

が、何しろ、住宅街の問題があって規制が厳し

ゅうございます。 

 一番、捕らなければいけない鹿においては、

民家のそばではいっぱい見れるんですが、山に

入ったら見れません。これが現実です。山は大

きいんで。 

 だから、そういう形もですね、やはり、しっ

かり確認した上でですね、やはりその辺りの経

過のほうももっと見ていく必要があるのかなと

いうような気もしますが、やはり、人命を損な

うようなことがないようなことが一番でしょう

からですね、そこらのところも含めてですね、

もうちょっとよい方法はないかというのもです

ね、ぜひ上級機関とですね、懇談する機会があ

ったら、お話をしておいていただければなとい

うふうにも思います。 

 以上です。 

○副委員長（谷川 登君） ほかにありません

か。 

○委員（鈴木田幸一君） これ、ちょっと現況

関係で重なるとですけどですね、実は、災害と

の関係もありましたので。この前、テレビでで

すね、鏡の漁協組合長の話があったんですけ

ど、海水が非常に、集中豪雨の状態のおかげで

っていうことで、薄まって、アサリがほぼ壊滅

状態であったということだったんですよ。そう

マスコミのほうで言っておられました。 

 これはですね、ちょっと災害と関係しますの

で。実はそれまでに、北新地の港区にある樋門

をですね、漁協のほうでは閉めておったんです

よ。それを、話合いで、今は、地元からの、平

野部からの要望があれば開けるということで、

ずっと要望に従ごうて開けていたというとがあ

りました。 

 閉めといたのを開けたところが、それによっ

て海水が薄まって、アサリが壊滅状態になった

っていうことでありましたので、恐らく今後で

すよ、今後の考え方として、アサリの被害も含

めて、そういった問題がちょっとアップするか

もしれませんので、このことについては、十分

な予算の検討とか、内容の検討もしていただき

たいと思います。 

 以上です。 

○副委員長（谷川 登君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○副委員長（谷川 登君） ほかになければ、

以上で、第５款・農林水産業費及び第１０款・

災害復旧費中、農林水産部関係について終了い

たします。 

 執行部の入れ替わりのため、小会いたしま

す。（｢ありがとうございました」と呼ぶ者あ

り） 

（午前１１時２０分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時２６分 本会） 

○副委員長（谷川 登君） 本会に戻します。 

 次に、第６款・商工費及び第９款・教育費

中、経済文化交流部関係について、経済文化交

流部から説明願います。 

○経済文化交流部長（中 勇二君） 皆さん、

こんにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）

経済文化交流部の中でございます。 

 本日は令和元年度の決算審査よろしくお願い

いたします。 

 まず、私のほうから、第６款・商工費及び第

９款・教育費の部所管事業の総括をさせていた

だきます。着席の上、御説明申し上げてよろし

いでしょうか。 

 着席の上、御説明申し上げてよろしいでしょ



 

－18－

うか。 

○副委員長（谷川 登君） はい、どうぞ。す

いません。 

○経済文化交流部長（中 勇二君） 当部で

は、本市の第２次総合計画に掲げております将

来像ひと・もの交流拠点都市を実現すべく、前

期４年間に重点的に取り組む重点戦略に位置づ

けた事業を中心に、経済の浮揚に向けて、雇用

や交流人口の増によるにぎわいの創出に取り組

んでいるところでございます。 

 それでは、所管事業の中からテーマを絞って

説明させていただきます。 

 まず初めに、人の交流についての取組でござ

いますが、地方創生推進交付金を活用しなが

ら、海外クルーズ船等を利用して、本市を訪れ

る国内外の観光客の受入れ環境の整備を進めて

おります。 

 令和元年度は、日奈久地域や中心市街地にお

いて和のまち並み空間づくりを進めますととも

に、県と連携いたしまして、それぞれの地域の

特色に合わせたくまモン像等を５４カ所に整備

を進めたところでございます。 

 令和元年度のクルーズ客船の寄港数は、外国

船１７隻、国内船２隻の１９隻と、前年度に比

較して減少いたしましたが、昨年４月には、世

界でも有数の豪華客船でありますクイーンエリ

ザベス号が八代港に初入港し、見物客でもにぎ

わうなど、大きな話題となったところです。 

 クルーズ拠点であるくまモンポート八代も完

成しましたので、開園・開港に備えて、県や経

済団体と協力しながら、受入れ体制の強化や寄

港日以外の利用についても検討を進めてまいり

ます。 

 インバウンドを含めた観光客の受入れに関し

ましては、受け皿となる中心市街地の活性化も

重要であり、令和元年度は、商店街組合やその

他の方が、本町アーケードを会場に実施される

イベントなどに対して、１４件の補助を行いま

した。新規出店も５件あり、改装費補助等を行

っております。 

 また、新庁舎から本町アーケードを結ぶこい

こい通りをシンボルロードとして位置づけ、イ

ベント等の開催が可能なこいこい広場が整備さ

れましたので、関係団体や商店街等と連携しな

がら活用を図り、中心市街地の振興に取り組ん

でまいります。 

 さらに、ユネスコ無形文化遺産であります八

代妙見祭をはじめとする民俗伝統芸能の保存・

利活用の拠点となります八代民俗伝統芸能伝承

館（仮称）が、昨年１２月に着工され、令和３

年の夏頃の開館を目指しております。 

 中心市街地におけるインバウンド等の回遊性

の向上へ向けて、魅力ある施設となるよう、展

示物等の準備も進めてまいります。 

 本年６月には文化庁から、八代を創造した石

工たちの軌跡が、日本遺産の認定を受けてお

り、本市の歴史や文化を活用した観光誘客や地

域経済の活性化につながるよう取り組んでまい

ります。 

 また、昨年度は、スポーツ分野での大きなイ

ベント等が本市を会場に行われました。７月後

半からインターハイのバドミントン競技、アー

チェリー競技が、続いて、全国小学生ＡＢＣバ

ドミントン大会が開催され、全国から多くの選

手や観戦者が来訪されるなど、大きな経済効果

があったと考えております。 

 また、１２月には、２０１９女子ハンドボー

ル世界選手権大会の開催会場となり、大きな盛

り上がりを見せました。 

 さらに、２０２０東京オリンピックへ向け

て、昨年１０月に、台湾のホストタウンとして

本市が登録され、台湾オリンピック委員会、台

湾バドミントン協会と本市の三者でホストタウ

ン事業に関する覚書を締結したところです。 

 今後も引き続き、スポーツを通じた交流人口

の増加を図り、地域活性化につなげてまいりた
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いと考えております。 

 次に、誘客のためのイベントの代表であるや

つしろ全国花火競技大会については、昨年で３

２回目を迎え、３０万人の観覧者の方に合計１

万４０００発の花火を楽しんでいただきまし

た。 

 こうしたイベントのさらなる魅力アップを図

るため、昨年４月に、イベント推進課を新設

し、花火大会のほか、スリーデーマーチやくま

川祭りなどのイベントを集約したところです。

あわせて、運営の効率化や収益力の向上につい

ても検討し、取り組んでいるところでございま

す。 

 以上のとおり、人の交流について、所管の幅

広い分野で取り組んだ結果、観光客の入り込み

数こそ、クルーズ船の影響等を受け、減少いた

しましたが、経済効果の大きい宿泊客数は、約

３５万１０００人と、前年度と比較して約４万

９０００人の増加となっております。 

 次に、物の交流、物流について御説明いたし

ます。 

 八代港の整備については、平成３０年４月

に、大型ガントリークレーンを含めた、新コン

テナターミナルが供用開始されており、引き続

き、県と連携し、港湾事業者及び荷主企業と情

報を共有するなど、ポートセールスに取り組ん

でまいりました。 

 その結果、令和元年度の国際コンテナ貨物の

取扱数量は、速報値で、前年比１.９％増の２

万２６７８ＴＥＵとなり、４年連続で過去最高

を更新いたしました。 

 また、企業誘致の面でも、昨年度は、立地協

定の締結や企業振興促進条例の申請を行った企

業が、新設６件、増設１１件で、平成３０年度

に続いて、合併以降最多となっております。 

 そのうち、県の物流拠点構想に沿った物流関

係事業所の立地が１件、本市のフードバレー構

想に沿った食品製造や加工関係の事業所が５件

でございました。 

 物流についても、活発な荷動き、活発な投資

が行われている状況でございます。 

 次に、雇用の場の確保についてですが、現

在、本市が企業誘致をターゲットとして注力し

ております、情報通信関連の事業所４件の誘致

が実現できました。 

 ＩｏＴ／ＩＣＴビジネス活性化事業として、

積極的な誘致活動を行い、本市の求職者にとっ

て、選択肢を広げることができたと考えており

ます。 

 また、地場企業に技術的な助言や研究機関の

紹介などを通じて支援する、未来チャレンジ企

業創出支援事業を継続するとともに、新たに、

都市部の高度な技術やノウハウを持った人材を

地場企業に副業人材としてマッチングする企業

や金融機関と連携協定を結ぶなど、市内立地企

業への支援を深め、雇用の場の確保に取り組ん

でいるところです。 

 最後に、国の補助事業として実施しましたプ

レミアム付商品券事業について、説明いたしま

す。 

 この事業は、昨年１０月の消費税引上げ対策

として実施されたもので、対象者を住民税非課

税世帯と３歳６カ月までの子育て世帯の方に限

定して実施されました。 

 全国的に販売が伸びていないとの報道もあっ

ておりましたが、本市でも、非課税世帯の購入

引換券の申請率が４３％程度にとどまり、実際

の購入も最大枠の３分の１程度の購入となり、

事業費も６億４３００万円程度の不用額が出て

おります。国の１０分の１０の補助と、市の負

担がない補助金ではありましたが、制度上の縛

りが多く、周知に努めましたものの、このよう

な結果になったのではないかと受け止めており

ます。 

 以上のように、第２次総合計画の前期４年間

の２年目として、計画に沿った事業推進が、お
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おむね達成できたのではないかと考えておりま

すが、課題も見えてきたところです。 

 そうした点も踏まえて、令和２年度はさらに

発展させたいと考えていたところですが、現

在、コロナ禍や豪雨災害などで、大変厳しい状

況ではございます。 

 しかしながら、これまでの流れが途切れない

よう、本日御紹介できなかった事業も併せて、

関係者の皆様とさらに連携を深めながら、収束

後へ向けた準備を進めてまいりたいと考えてお

ります。 

 以上で総括とさせていただき、詳細につきま

しては、次長の田中から御説明いたしますので

よろしくお願いします。 

○経済文化交流部次長兼イベント推進課長事務

取扱（田中辰哉君） 皆さん、こんにちは。

（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）経済文化交流

部次長の田中でございます。 

 私のほうから、経済文化交流部の主要な施策

等に係る予算の執行状況等につきまして、令和

元年度八代市一般会計歳入歳出決算書及び令和

元年度における主要な施策の成果に関する調書

（その１）を用いまして、御説明をさせていた

だきたいと思います。恐れ入りますが、着座に

て説明をさせていただきます。 

○副委員長（谷川 登君） どうぞ。 

○経済文化交流部次長兼イベント推進課長事務

取扱（田中辰哉君） それでは、令和元年度に

おける主要な施策の成果に関する調書（その

１）の１１ページをお願いいたします。 

 歳出決算の状況のうち、当部所管分について

でございますが、イ、目的別の表、項目６、商

工費では、予算現額、現年度、２８億８７５３

万９０００円に対して、支出済額は２０億３６

１８万５０００円、執行率が７３.７％、歳出

総額に占める構成比は３.３％、前年度と比較

しまして４億１８６６万５０００円の増、率と

して２５.９％の増ということになっておりま

す。 

 主な理由といたしましては、昨年１０月の消

費税引上げに伴い実施しましたプレミアム付商

品券事業２億８４２４万５０００円、総務企画

部から事業が移管されました、荒瀬ダム撤去対

策事業８１２０万円、同じく、かわまちづくり

推進事業３５４２万円の増などによるもので

す。 

 次に、項目９、教育費のうち、当部所管分と

しては、予算現額が１３億７０８０万２０００

円、支出済額が１０億４６００万５０００円、

翌年度繰越が２億８８７２万５０００円ござい

ましたので、執行率が７６.３％、歳出総額に

占める構成比は１.６％、前年度と比較して２

億１５７３万３０００円の増、率として２６％

の増ということになっております。 

 主な理由といたしましては、昨年度、工事を

発注しました、民俗伝統芸能伝承館（仮称）で

ございますが、の整備事業の２億４３１３万円

の増などによるものです。 

 それでは、まず、商工費から説明をいたしま

す。 

 調書のほうの１０６ページをお願いいたしま

す。 

 １０６ページ上段の八代港ポートセールス事

業でございますが、八代港利用促進のため、県

や港湾関係事業者等と連携し、荷主、船会社、

代理店等へのポートセールス活動を推進すると

ともに、ポートセミナーの開催やコンテナ利用

促進を図るための施策に取り組んでいるところ

でございます。 

 決算額は１億５６６１万２０００円で、内訳

としまして、企業訪問旅費２９５万９０００

円、コンテナ利用助成金１億４６０２万円、リ

ーファー利用助成金４３６万３０００円が主な

ものでございます。 

 事業実績といたしまして、港湾利用企業等訪

問件数、延べ４４１社、コンテナ及びリーファ
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ー利用助成金の件数は、２つを合わせまして、

新規分が４２社、継続分が１４５社で、合計１

８７社となっており、国際コンテナ貨物の取扱

量は、平成３０年の２万２２４９ＴＥＵより、

令和元年の速報値で１.９％増の２万２６７８

ＴＥＵとなり、４年連続で過去最高を更新した

ところでございます。 

 今後の方向性としまして、市による実施、現

行どおりとし、貨物の増加及び新規航路の誘致

など、八代港のさらなる利用促進に向けて、県

や港湾事業者と一体となり、取り組んでまいり

たいと考えております。 

 次に、１１０ページをお願いします。 

 上段の企業誘致対策事業でございます。本市

の経済浮揚へ向けた施策の中で、重要な位置を

占める企業誘致の推進へ向けて、企業訪問やＰ

Ｒパンフレット作成等による企業誘致情報の発

信を行うものでございます。 

 決算額は１５８９万３０００円で、主なもの

としましては、オフィス系企業誘致に係るビジ

ョン作成業務委託９７０万円、企業訪問等に係

る旅費１４２万７０００円、情報通信関連企業

への立地促進補助金２９４万８０００円であ

り、特定財源として県支出金、地域づくり夢チ

ャレンジ推進補助金６５４万８０００円を充て

ております。 

 令和元年度は、延べ３７４社に企業訪問を行

い、企業の立地や設備の増設等に伴う投資の決

定が１７件あったところでございます。特に注

力した情報通信関連の事業所も４件の誘致が実

現しております。 

 今後の方向性としては、市による実施、現行

どおりとしております。 

 新たな企業の立地や設備投資は、雇用や税収

をはじめ、本市の経済に大きな波及効果をもた

らすものであることから、本市の特性を生かす

とともに、市民雇用につながる企業を誘致して

いけるよう、今後も積極的に取り組んでいきた

いと考えております。 

 次に、１１１ページをお願いいたします。 

 下段のプレミアム付商品券事業でございます

が、昨年１０月からの消費税率の１０％引上げ

に伴い、所得の少ない方、子育て世帯への影響

を緩和するとともに、地域における消費を喚

起、下支えすることを目的に、２５％のプレミ

アムをつけた５０００円の商品券を販売したも

のです。 

 決算額は２億８５１６万２０００円で、特定

財源として、国庫支出金７９９２万５０００

円、そのほか、商品券の販売収入が２億５２１

万５０００円となっております。 

 実績としては、今回、市内の市・県民税非課

税者及びゼロ歳から３歳６カ月までの子育て世

帯主、合計３万４２６１人を対象に販売したと

ころでありますが、購入は対象者の約３２％、

１万１０１８人であり、販売枚数は５万６２４

２冊でした。 

 なお不用額は、購入がなかったことによる執

行残でございます。 

 繰越額４８３５万１０００円は、使用期間を

今年３月３１日までとしていたことによる今年

度の清算業務にかかるものであり、当該事業

は、本年５月をもって終了しております。 

 事業の効果としては、市報をはじめ、各媒体

を活用し、広く計画的に周知しましたが、本事

業の性質上、利用者は一旦券を購入する必要が

あり、その手続が、利用者の負担増につながっ

たものと考えております。 

 今後同様の事業が行われることがあれば、国

に対して、事業手法の見直し等について要望し

てまいりたいと考えているところでございま

す。 

 次に、１１５ページをお願いいたします。 

 上段の全国花火競技大会事業でございます

が、本市の秋の風物詩であるやつしろ全国花火

競技大会は、昨年で３２回目を迎え、３０万人
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の観覧者の方に、合計１万４０００発の花火を

楽しんでいただくことができました。 

 決算額は３５６４万６０００円、そのうち３

５００万円はやつしろ全国花火競技大会実行委

員会への負担金となっており、その主な使途は

競技花火出品経費、会場設営関連諸経費となっ

ております。 

 特定財源として、熊本県市町村振興協会、市

町村振興事業補助金４４４万３０００円を充て

ております。 

 なお、実行委員会の総事業費は１億２２６２

万３０００円となっております。 

 今後の方向性としては、市による実施、民間

委託の拡大、市民等々の協働とし、観覧者に対

しての快適性、安全性を充実させ、さらに魅力

ある大会とするため、民間活力の導入や市民ボ

ランティアの拡充等について検討してまいりま

す。 

 なお、本年度は１０月１７日土曜日に開催を

予定しておりましたが、新型コロナウイルス感

染症の影響により開催を延期しております。今

後開催するに当たっては、参加者が安心して観

覧できるよう、感染防止対策マニュアルを作成

するなど、対策を講じてまいります。 

 次に、１１８ページをお願いいたします。 

 下段の海外クルーズ船急増に伴う観光資源強

化事業（地方創生）でございますが、この事業

は、内閣府から交付決定を受けました地方創生

事業であり、海外クルーズ船等で訪れる国内外

からの観光客をターゲットに、八代固有の歴

史、文化を生かして、一般社団法人ＤＭＯやつ

しろを核とする、官民協働による観光地づくり

を進め、交流人口の拡大と経済効果の発現を目

指すものでございます。 

 決算額は８０６５万９０００円で、特定財源

として、地方創生推進交付金２７１９万６００

０円を充てております。 

 令和元年度の主な取組として、まず、ＤＭＯ

やつしろ機能強化事業は、稼げる観光地づくり

の実現に向けて、ＤＭＯの機能強化を図るもの

であり、組織としての専門性を高めるために、

大手旅行会社からの専門人材を招聘するととも

に、活動の基本となるマーケティング事業とし

て、クルーズ船乗組員による市内での動向調査

を行ったところでございます。 

 大型クルーズ船等インバウンド事業は、ＤＭ

Ｏやつしろの活動を支援するものであり、ソフ

ト事業として、観光ＰＲ動画の作成や体験型旅

行商品きびっとツアーの販売、地域観光事業者

との連携による体験型旅行商品の開発、ハード

事業として、中心市街地や日奈久地域におい

て、八代らしい景観を創出し、来訪者をおもて

なしするための、和のまち並み空間整備事業に

係る経費を補助しております。 

 八代市・氷川町・芦北町ブランド事業は、３

市町が連携し、広域的に観光客の誘客を図るも

のであり、昨年度は、３市固有の観光素材を生

かしたスタンプラリーを実施したり、肥薩おれ

んじ鉄道を活用した旅行商品の開発に取り組ん

だところでございます。 

 翌年度への繰越額１３２２万９０００円は、

中心商店街や日奈久地域において、くまモン像

など５４カ所に整備するとともに、周遊ウエブ

アプリを製作し、スタンプラリーを実施するも

のでありましたが、新型コロナウイルス感染症

の影響により、材料の調達が困難となったこと

から繰り越したものでございます。なお、本年

６月には整備を完了しており、９月からは、ス

タンプラリーも実施しているところでございま

す。 

 不用額２１５２万円につきましては、新型コ

ロナウイルス感染症の影響により、１月から３

月にかけて予定していました、旅行会社、メデ

ィア等の招聘事業や観光物産イベント等への出

展を中止したことによるもの、また、海外から

のクルーズ船の入港がキャンセルとなったこと
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から、シャトルバスの経費などが不用というこ

とになったものです。 

 今後の方向性として、市による実施、現行ど

おりとしており、コロナ禍の中、新しい観光ス

タイルへの対応を図りながら、整備されたくま

モンポート八代を核とし、国内外からのさらな

る誘客を促進するために、引き続きＤＭＯやつ

しろと連携を図りながら、受入れ環境の整備や

各種プロモーション活動等を行ってまいりたい

と考えております。 

 続きまして、１２０ページをお願いいたしま

す。 

 上段のヘルスツーリズム事業（地方創生）で

ございます。 

 この事業は、日奈久温泉を核として、健康を

テーマに、本市固有の食やアクティビティーな

どの素材を生かし、着地型旅行商品を開発し、

交流人口の拡大と観光産業の活性化を図るもの

でございます。 

 決算額は３１００万円となっており、内訳と

しては、ヘルスツーリズム構想の作成など２８

００万、人材育成３００万円。 

 特定財源として、地方創生推進交付金１５０

０万円を充てています。 

 本事業は、ＤＭＯやつしろに業務委託してお

り、昨年度は、本市観光に係るマーケティング

調査を行うとともに、日奈久地域をはじめ、市

内各種の観光事業者等とのワークショップを開

催し、食や温泉、自然、歴史など、計７５本の

ヘルスケアプログラム案を作成し、旅行商品づ

くりに向けたビジョンやコンセプトを取りまと

めたヘルスツーリズム構想を作成したところで

ございます。 

 今後の方向性として、民間実施としており、

作成したヘルスツーリズム構想に基づき、開発

する旅行商品が本市観光の柱となるよう取組を

推進し、交流人口の拡大と観光産業の活性化を

図ってまいりたいと考えております。 

 ここまでが商工費でございます。これまで説

明した事業以外で不用額の大きかったものにつ

いて御説明をいたします。 

 １ページ戻りまして、１１９ページをお願い

いたします。 

 上段の荒瀬ダム撤去対策事業でございます

が、予算現額１億８１２万３０００円に対しま

して、決算額８１２０万２０００円で、２６９

２万１０００円の不用額となっております。こ

れは、工事施工に伴う入札残でございます。 

 続きまして、予算流用について説明をいたし

ます。 

 一般会計の歳入歳出決算書のほうを御覧いた

だきたいと思います。 

 ページは１３５ページになります。 

 目の１・商工総務費の備考欄を御覧くださ

い。 

 目の１・商工総務費、０２節・給料から０３

節・職員手当等への流用１５０万円は、組織再

編により、商工政策課職員をイベント推進課兼

務としたことにより、イベント対応に伴う職員

の時間外勤務が増加したものでございます。 

 次に、１３７ページをお願いいたします。 

 目２・商工振興費の備考欄になりますけど

も、上段の１１節・需要費から１３節・委託料

への流用２００万円は、市内の、失礼しまし

た。１１節・需用費から１３節・委託料への流

用６５２万３０００円は、プレミアム付商品券

事業について、換金業務を外部委託したことに

よるものでございます。 

 次に、１３９ページをお願いいたします。 

 上段、目３・観光費の備考欄になりますが、

上から３段目の１３節・委託料から１５節・工

事請負費への流用２００万円。これにつきまし

ては、市内の公衆トイレの洋式化に係る工事の

ために流用したものでございます。 

 また、下段の１３節・委託料から１９節・負

担金補助及び交付金への流用７４万１０００円
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は、ＤＭＯやつしろへ派遣している市職員の給

与に流用したものでございます。 

 以上が商工費でございます。 

 続きまして、教育費の所管分について御説明

いたします。 

 資料のほうは、主要施策に関する調書のほう

に戻っていただき、１５９ページをお願いいた

します。 

 １５９ページ下段の伝統文化財復元修復事業

でございますが、八代妙見祭の神幸行事及び妙

見宮祭礼神幸行列関係資料が将来にわたり適切

に保存継承されるよう、毎年計画的に復元・修

復を行っているものでございます。 

 具体的には、八代妙見祭の神幸行事の笠鉾の

部材について、平成４年度から１１年度にかけ

て、大規模修復を行ったところでございます

が、その後２０年以上が経過し、笠鉾の水引幕

については、経年劣化に伴う損耗が激しいこと

から、保存団体の八代妙見祭保存振興会におい

て、専門家の意見や当時の資料を基に復元・新

調を行っているところでございます。 

 令和元年度は、笠鉾蘇鉄と迦陵頻伽の新調整

備に伴う補助を行っており、決算額は４５６万

円。 

 特定財源として、全額ふるさと八代元気づく

り応援基金繰入金を充てております。 

 今後の方向性としては、市による実施、現行

どおりとし、今後も保存団体と連携しながら、

計画的な修復事業を進めるとともに、後継者の

育成、修理費の確保など、文化財の将来にわた

る着実な保存、継承を図ってまいりたいと考え

ております。 

 次に、１６０ページをお願いいたします。 

 下段の民俗伝統芸能伝承館（仮称）整備事業

は、ユネスコ無形文化遺産に登録されました八

代妙見祭をはじめ、市内各所の無形民俗文化財

の保存継承や後継者育成とともに、公開による

情報発信を行い、各地域の伝統文化財を生かし

て、本市の活性化が図られるよう、拠点となる

施設整備を行うものでございます。 

 決算額は２億７７２０万円。 

 特定財源として、地方債２億６２６０万円の

ほか、まちづくり交流基金繰入金５８７万３０

００円を充てております。 

 令和元年度は、まちづくり交流基金対応分を

合わせまして、基本・実施設計業務として４６

０２万３０００円、伝承館新築工事１億５２８

９万１０００円、既存施設解体工事６９２５万

１０００円となっております。 

 現在の工事の状況でございますが、新型コロ

ナウイルス感染症の影響もなく、順調に進んで

おり、建物の壁部分のコンクリート打設がおお

むね終了し、進捗率は約４０％、今後は屋根工

事に取りかかる予定というふうに伺っておりま

す。 

 今後の方向性としては、市による実施、現行

どおりとし、施設の設置目的に沿った整備を進

めるとともに、伝統文化を生かした持続可能な

地域おこしを目指す仕組みづくりを整えていく

必要があるというふうに考えております。 

 次に、１６３ページをお願いいたします。 

 大規模スポーツ大会等誘致事業でございます

が、大規模スポーツ大会の開催やスポーツ合宿

を誘致することで、にぎわいの創出、交流人口

の拡大を図るため、大会や合宿の誘致活動、団

体への助成を実施する事業でございます。 

 決算額は１０９２万２０００円で、特定財源

として、国の地方創生推進交付金４３０万９０

００円、ふるさと八代元気づくり応援基金繰入

金４４５万９０００円を充てております。 

 主な内容として、東京オリンピック事前キャ

ンプ誘致推進実行委員会の負担金として、バト

ミントンジュニア選手の交流事業や台湾バドミ

ントン代表選手の合宿誘致などに８６１万８０

００円、スポーツ合宿の誘致などに係る旅費と

して３２万９０００円、合宿応援補助金や大会
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等運営補助金１９４万５０００円でございま

す。 

 東京オリンピックの事前キャンプ誘致とし

て、相手国を台湾、競技種目をバドミントンと

し、現地の誘致活動や本市と台湾との間でのジ

ュニア選手の派遣など、交流を進めてきたとこ

ろでございますが、内閣官房東京オリンピック

・パラリンピック推進本部が進めるホストタウ

ンに本市が登録されたところでございます。 

 また、令和２年の２月には、本市と台湾オリ

ンピック委員会、台湾バドミントン協会の３者

において、友好交流の覚書を締結したところで

ございます。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

としており、東京２０２０オリンピックの来年

度開催に向けて、バドミントン台湾代表チーム

の事前キャンプ誘致や相互のジュニア交流など

を進め、スポーツの振興のみならず、にぎわい

の創出、交流人口の拡大を図ってまいりたいと

考えております。 

 次に、同じページ下段の２０１９女子ハンド

ボール世界選手権大会開催事業でございます。 

 昨年１１月３０日から１２月１５日にかけ

て、女子ハンドボール世界一決定戦である２０

１９女子ハンドボール世界選手権大会が、八代

トヨオカ地建アリーナを含め、県内の５つの会

場で開催されました。 

 決算額は１億１２３５万６０００円、内訳と

して、八代市実行委員会への負担金４２３５万

６０００円、大会組織委員会への負担金７００

０万円。 

 特定財源として、全額、まちづくり交流基金

繰入金を充てております。 

 大会を振り返りまして、全９６試合のうち八

代会場では１０試合が開催されたところでござ

いますが、約２万人の方が来場され、世界のト

ップレベルの試合を観戦されたところでござい

ます。 

 産業関連表を用いて、熊本県が算出した八代

市における経済効果、こちらについては、８億

５０００万円というふうになっております。 

 今後の方向性は、大会終了に伴い、完了とし

ておりますが、さきに御説明いたしました２０

２０東京オリンピック・パラリンピックへの機

運醸成、また、本市スポーツ振興につなげてい

きたいというふうに考えております。 

 次に、教育費分で不用額の大きかったものに

ついて御説明いたします。 

 資料のほうは１６５ページをお願いいたしま

す。 

 下段の総合体育館施設整備事業でございます

が、予算現額５０１４万２０００円に対しまし

て、決算額は４３００万円。 

 不用額が７１４万２０００円となっておりま

す。これは、工事や備品購入による入札残が生

じたためでございます。 

 続きまして、予算流用につきまして、主なも

のを御説明いたします。 

 恐れ入りますが、一般会計の歳入歳出決算書

のほうをお願いいたします。１６９ページにな

ります。 

 上段の社会体育費の目１・社会体育総務費の

備考欄、２節・給料から３節・職員手当等への

流用１８６万４０００円。これにつきまして

は、大規模なスポーツイベントの開催におい

て、スポーツ振興課の職員増に伴い、職員手当

が不足したため、流用したものでございます。 

 次に、目２・社会体育事業費の備考欄、上か

ら３段目の１９節・負担金補助及び交付金から

０９節・旅費への流用１３２万６０００円は、

昨年１０月に本市がホストタウンに登録された

ことから、ホストタウン推進事業に係る経費と

して流用したものでございます。 

 説明につきましては、以上でございます。御

審議のほどよろしくお願いいたします。 

○副委員長（谷川 登君） ありがとうござい
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ました。 

 小会いたします。 

（午後０時０８分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後０時０８分 本会） 

○副委員長（谷川 登君） 本会に戻します。 

 それでは、午前中の審査を終了し、しばらく

休憩いたします。 

 午後は１３時１０分から開催いたします。よ

ろしくお願いします。 

（午後０時０９分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後１時１０分 本会） 

○副委員長（谷川 登君） 本会に戻します。 

 休憩前に引き続き、経済企業委員会を開催い

たします。 

 それでは、午前中に説明がありましたが、第

６款・商工費及び第９款・教育費中、経済文化

交流部関係分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。ありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） すいません、質疑いっ

ぱいあるもんで。すいません、調書の関係にな

ります。１１８ページ下段です。海外クルーズ

船急増に伴う観光資源強化事業というところで

ございました。 

 説明の中で、決算額の中においては、ＤＭＯ

の支援事業とかっていうのがですね、たくさん

あるように伺いましたけれども、ＤＭＯの関係

で、携わっていただいている方々、招聘しなが

らですね、有名なところから来ていただいてや

っていただいているというふうに伺っておりま

すけれども、ＤＭＯの自立についてはですね、

どのような状況にありますでしょうか。 

○理事兼観光・クルーズ振興課長（南 和治

君） 観光・クルーズ振興課の南です。よろし

くお願いいたします。 

 お尋ねのＤＭＯ自立化ということですけど

も、これまでもですね、ＤＭＯ設立以降、地方

創生交付金を使いまして、自立化に向けて取り

組んできたところです。 

 これまで、政府の観光方針等もありましてで

すね、海外クルーズ、インバウンド等を取り込

むというところで取り組んできておりましたけ

れども、御存じのとおり、昨年度におきまして

は、クルーズ船のほうがですね、予定の半分も

入らなかったというところと、年度末にかけま

しては、コロナウイルス感染症の関係で、いろ

んな取組ができなかったというところで、非常

に収益としては、ちょっと厳しい状況となって

きてますので、そういったところも踏まえてで

すね、今後、国内の観光等にも取り組むという

ところでの見直し等も必要ではないかというふ

うに考えているところです。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。そのＤ

ＭＯの自立というのが目標的にどういったもの

を、数字的なところも含めてですね、目指して

おられるのかというのをちょっとお伺いしたい

というのがあります。 

 今言われたんですけど、インバウンドから国

内観光旅行者のほうにですね、シフトしていき

たいという話だったと思うんですけれども、そ

ちらについての具体的なビジョン等あればです

ね、ちょっとお聞きしたいというふうに思いま

す。 

○理事兼観光・クルーズ振興課長（南 和治

君） すいません、今、現時点でですね、具体

的なビジョンというとこまではございませんけ

ども、先ほど、東陽町のほうのですね、日本遺

産の指定もございましたので、そういったとこ

ろもですね、考えて、また、ヘルスツーリズム

とかに取り組んでおりますので、そういったと

ころで、国内の需要を取り込んでいきたいとい

うふうに思っております。 

○委員（野﨑伸也君） すいません、もう１点

ありましたＤＭＯの自立というのは、具体的に

どういうものを示す、指すんですか。 
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○理事兼観光・クルーズ振興課長（南 和治

君） 自立といいますと、自分たちでですね、

稼げるといいますか、いろんな事業を展開して

いく中で、その中で収益を生んでいくというと

ころができるようにというところで目標にして

いるところです。 

○委員（野﨑伸也君） 例えば、職員さんの給

与だったりとか、あと、もし市へのですね、供

託金じゃないですけれども、儲けた分について

入れてもらったりとか、そういうものも当ては

まるんですか。私はそういうふうなビジョンな

のかなというふうに思ってますけど、いかがで

すか。 

○経済文化交流部次長兼イベント推進課長事務

取扱（田中辰哉君） ＤＭＯに関してですけ

ど、まず、これは観光庁が進めたところなんで

すけども、すいません、ちょっと何年前だった

かはっきり覚えてないんですけども、ＤＭＯを

立ち上げるときにはですね、地域が儲ける仕組

み、それと、ＤＭＯが自分たちで稼いで、それ

で運営できるような仕組み、それをつくってい

こうと、それで自立化していこうということだ

ったんですけども、なかなか現在、ＤＭＯの設

立が増えてはきてるんですけども、実際、自主

財源というか、自分たちで儲けて、自主財源で

運営しているＤＭＯというのはですね、すいま

せん、数字がはっきりあれなんですけど、全国

の約２割程度しかございません。それ以外のＤ

ＭＯがなかなか自分たちで稼ぐということは難

しいという状況にございます。 

 そういった中で、観光庁のほうがですね、方

針を変えたというところまでいきませんけど

も、観光庁のほうも考え方を変えて、ＤＭＯは

行政と地域をつなぐかじ取り役だということ

で、地域が儲ける、地域が稼げる仕組みをです

ね、つくっていく役割を担ってくれという方向

にだんだんシフトをしてきております。 

 そういった意味で、この八代のＤＭＯもです

ね、当然ながら、一般社団法人ということで、

法人化しておりますので、自分たちで財源を生

んでいく、自主的に利益を上げて自主財源で運

営していくというのが理想ではありますけど

も、実際には、そういう、なかなか稼ぐという

ことは難しいんで、地域が儲けるような仕組み

としてですね、今後も活躍していただきたいと

いうふうに思ってます。 

○委員（野﨑伸也君） はい、分かりました。 

 今、国の方針転換みたいな、ちょっと話もあ

ったんですけれども、財源的なところですよ

ね。そういったところも、やはり国のほうがや

はりですね、方針転換されたのであれば、今後

とも引き続きですね、やっぱりちょっと面倒見

ていただくようなところもですね、あってしか

るべきじゃないかなというふうには思ったとこ

ろです。 

 ありがとうございます。 

○副委員長（谷川 登君） ほかにありません

か。 

○委員（山本幸廣君） 田中次長、確認したい

と思うんだけども、今の状況ではほとんど人件

費で、その収入を上げるという、――収入を上

げるにはやっぱし、そこの社員が働かなければ

収入上がらないんですよ。新しい事業を求めて

いる、ですね。今のところでは難しいんじゃな

いですか。 

 私もずっと中身を分析して、今、野﨑委員が

言われてからですね、質疑しようかな、しまい

かなと迷ったんですけども、また、次長が言わ

れたからですね、これは確実にですね、私はこ

の事業というのは、どんなに国の推進になろう

がですね、今の状況では、この事業というのは

赤字がずっと続いていきますよ。 

 この赤字でいいのかということになるわけで

すよ、結果的には。事業効果はほとんどないぐ

らいに、今は、はっきり言って休眠状態といっ

ちょん変わらないです。 
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 逆に、縮小していく状況になっているじゃな

いですか。縮小していく。事業はほとんど拡大

しない。ほとんど人件費というのは、――はっ

きり言って、先ほど来、部長が説明したよう

に、専門の職員を採用しといるんですよ。この

ときは、議会の大変問題があったんですよ。議

論をしましたよ。ところが、やはり自立をし

て、収支が必ずこの事業というのは乗るんだと

いうことでですね、私たちは理解をしました。

それは反対もしませんでした。大変心配してい

たこの事業でした。 

 ところが、そのとおりに今なっとるわけで

す。だから、現状どおりというのはですね、や

っぱし、これは見直さなきゃいけないだろうと

いうことなんです。そこ辺りについては、どう

ですかね。今の現状ですよ。分析をして、分析

をした中での発言なり説明ならいいんですけど

も。 

 率直にですね、今、八代の財政というのは大

変厳しいわけですから。そこら辺りどうですか

ね。今の分析しながら。国が云々じゃないと思

う。 

○経済文化交流部次長兼イベント推進課長事務

取扱（田中辰哉君） 先ほど南課長のほうから

ですね、ありましたように、今回、ＤＭＯ立ち

上げたときに、１つの大きな柱、これ海外のク

ルーズ船だったということですね。 

 実際に、海外のクルーズ船来たのが、もう平

成２９年には６５隻とか、その後も３０隻程度

は来てるんですけども、実際に、今、クルーズ

船の状況を見ると、非常に中国からのお客さ

ん、中国マーケットについては、なかなか買物

をしてくれないという非常に厳しい状況がある

ということで、そこら辺がまた、見込んでいた

状況と違うと。 

 さらに、コロナで、クルーズ船が今後どうな

るかちょっと分からない状況になっているとい

うことです。 

 それともう１点なんですけども、今そういう

中で、なかなか全国的にというか一般的に、旅

行業界の方、昔ながらのＪＴＢとか大手の代理

店も含めてなんですけども、会社を構えて旅行

業をやっている方々もですね、非常に厳しい状

況を迎えています。最近伸びているのはオンラ

イントラベルということで、インターネットで

ですね、予約をしたり、そういったところは、

宿泊サイト等は伸びているところなんですけど

も、なかなか旅行業というのは、非常に厳しい

環境にあります。 

 そういった中で、ＤＭＯがクルーズ、あるい

は旅行業を核としてやっていこうということで

立ち上げたところでございますけども、実際に

は、ＤＭＯもそこで、厳しい状況を迎えている

と。今、ＤＭＯとしては、せっかくくまモンス

テーションも造ったところでございますんで、

ふるさと納税の八代市の寄附金の伸び等もです

ね、増えているところでございますんで、今

後、そういう物産を切り口としたですね、観光

振興ということもですね、１つの方針としてで

すね、考えられるんじゃないかということで、

そういうＤＭＯの運営の見直しの中ですね、そ

ういったことを今考えているところでございま

す。 

○委員（山本幸廣君） 今、次長が言われたよ

うに、見直しをということをですね、今、言葉

に出されましたけども、私はそれは必要だと思

います。 

 ふるさと納税の増額を求めるというのは、こ

れはですね、地方自治体の税収の中では物すご

いんですよ。八代、まだまだ少ないです、多

分。私も一般質問したことあるんですけどね。 

 そういう中で、例えばですよ、これは私のこ

の発想ですから、ＤＭＯに対する。ある程度で

すね、自立ができないような状況だったらです

ね、担当課でいいんじゃないですか、観光・ク

ルーズ振興課で。また、これ見直すのは大事だ
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と思いますよ。今まで、本当、観光の担当の職

員たちもですね、行政担当の職員たちも、ＤＭ

Ｏとのこういうつながりの中で、あんまり人間

関係うまくいってないような、人間関係という

か、どこのポジションが、――ポジションを、

しっかりとしたポジションをですね、できない

ような状況になってきていると。そら、２人は

偉い人ですもん、これは。どこから来ておられ

るか私も忘れたけども、高額な、――方です

よ。 

 だから、そのノウハウというのは大事だった

と思います。だけど、今の現状としてはです

ね、私は見直す必要があるというふうに感じま

す。 

 もう説明要りませんから、はい。 

○副委員長（谷川 登君） ほかにありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） 調書の関係、１１２ペ

ージからです。日奈久温泉、坂本温泉、東陽交

流センターせせらぎというのは、温泉センター

関係のやつですけれども、非常に入館者数とか

っていうのが厳しいじゃないかというふうな話

をですね、聞いているんですけれども、ここら

辺のてこ入れについて何かありますかね、お考

え。 

○理事兼観光・クルーズ振興課長（南 和治

君） 観光・クルーズ振興課、南です。 

 すいません。今、現状が苦しいということで

すか。 

○委員（野﨑伸也君） はい。現状というか、

決算なんで、そのときのあれでいいんですけれ

ども、現状も踏まえて、てこ入れとかっていう

のも、ちょっと考えていかんといかんとじゃな

いですかと。現行どおりというような評価にな

っていますんで、それを踏まえてというところ

です。 

○理事兼観光・クルーズ振興課長（南 和治

君） すいません。座らせていただきます。 

 おっしゃるとおりですね、経営状況として

は、市の指定管理としての委託金を払いながら

の運営ということになってます。 

 日奈久のばんぺい湯につきましては、向こう

から納付金を頂くということで契約をしており

ますけども、実情としましてはですね、なかな

か厳しいところがございます。 

 こういった温泉施設につきましては、運営の

ほうは、指定管理料で何とか今のところやって

いけてるんですけども、施設のほうが、建設か

ら年数たっておりますので、施設の老朽化とか

設備の老朽化というのが年々問題になってきて

おりますので、そういったところは、施設の設

置者として支援をしていかなけりゃいけないと

いうふうに考えております。 

 それと、温泉施設につきましては、先ほどか

ら言いましたように、コロナウイルス感染症の

関係で、今年に入りましてから非常に大きな影

響を受けております。実際に、休館とかという

期間を設けておりますので、そういったところ

は、市のほうがしっかり支援しながらですね、

取り組んでいきたいというふうに思っておりま

す。 

○委員（野﨑伸也君） はい、分かりました。 

 おっしゃるとおりだと思うんですよね。建設

から結構な年数がたっていって、施設の老朽化

っていうのがあって、それに伴ってですね、や

っぱり、お客さん自体もですね、マンネリ化じ

ゃないんですけれども、してきているんじゃな

いかなというふうに思っています。 

 やっぱりリニューアルとかっていうのもです

ね、やはり大規模改修というのも、やはり計画

的にですね、ちょっとやっていかんといかんと

かなというふうには感じておりますので、頭の

中にとどめておいていただければというふうに

思います。 

○副委員長（谷川 登君） ほかにありません

か。 
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○委員（野﨑伸也君） ちょっと、すいませ

ん、１５９ページのですね、伝統文化財の復元

修復事業というのがありました。これにちなん

でっていうようなちょっとお尋ねなんですけれ

ども、これが妙見祭の神幸行事の関係だと思う

んですが、これとはちょっと違いますけれど

も、マックスバリュさんのですね、郵便局側の

ほうに絵巻がちょっと、建設当時に飾られたの

があるんですけれども、あれの所在がちょっと

どこか分からんとですけれども、見た感じ、非

常にですね、もうみすぼらしくなってきている

というのはありますんで、あそこら辺を使って

ですね、今、お祭り会館とかっていうところも

厚生会館のところに今造ろうとされて、八代城

跡とか本町とか周遊させるようなっていうよう

な話があるんですけれども、そういうのを踏ま

えると、そういった妙見祭の関係のマックスバ

リュのとこの壁の絵巻っていうのも、やはり修

復じゃないですけども、きれいにやったほうが

いいんじゃないかっていうふうには思うんです

けれども、あそこら辺の所有者とかっていうの

は。八代市がするべきなのかどうかっていうち

ょっとお尋ねなんです。 

○理事兼商工・港湾振興課長（田中 孝君） 

 商工・港湾振興課、田中でございます。 

 すいません、手持ちでですね、資料等がない

ものですから、記憶ということでですね、当

時、マックスバリュが進出される際に、八代ま

ちづくり株式会社、――正式名称をちょっと忘

れましたが、そのような団体をつくりまして、

同じような形で、中心市街地の活性化も含めて

ですね、貢献していただくというような形の中

で、たしか妙見祭の絵をですね、描いていただ

いたというような、ちょっとすいません、その

レベルなんですが、そういう認識でございま

す。 

 ただ、以降、その会社の事務局自体がです

ね、たしか商工会議所のほうで、もう期限が一

旦切れておりますけども、事務局という形では

商工会議所のほうに残ってるというような、す

いません、私の認識でございます。 

 ですので、壁の、確かに、そのような状況と

把握しておりますけども、すいません、ちょっ

と調べさせていただかないと分かりませんが、

今、分かるのはそれだけっていうことで、申し

訳ございません。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。これま

での歴史というのは、分からない分、ちょっと

教えていただいたかなと思います。 

 先ほども申しましたけど、厚生会館から、博

物館から、松浜軒からというようなところを人

を観光で回遊させるというところでいけば、非

常に重要な通り道なんじゃないかなというふう

にも思うんです。そういったところの整備もで

すね、やはり頑張っていただければなというふ

うに思います。 

 もう１件なんです。すいません。事業でどこ

に入るか分からないんですけれども、八代城の

ですね、築城４００年っていうのがありますよ

ね。そういったところの事業っていうのは、何

かお願いして、取り組んでくださいねっていう

ような、いろいろ議会の中でもですね、発言が

あったと思うんですよ。そういったところにつ

いては、何らかのこのアクションというのは取

られてますか。 

○文化振興課長（鋤田敦信君） 文化振興課、

鋤田でございます。 

 八代城関連の事業でございますけれども、事

業名としましてはですね、埋蔵文化財緊急発掘

調査及び保存処理業務の中でですね、八代城遺

跡部分の調査ということで、平成３０年度、八

代城の築後４００年を契機とする史跡整備の準

備として、文化庁の補助を活用して史跡の現状

確認、それから調査を実施しております。 

 調査としましては、所有者の許可を得た上

で、八代城址跡北の丸の堀跡部分をですね、一



 

－31－

部発掘を行い、堀底の深さ、それから石垣部分

の構造の調査を実施しております。 

 今回得られました知見につきましてはです

ね、今後のですね、史跡の保存・活用計画に反

映させていきたいというふうに考えています。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） はい、分かりました。

すいません。もう１点よろしいですか。 

 １６１ページになります。トップアスリート

育成事業というのは、これは非常にですね、ニ

ーズがあるというか、やはり今後ともやっぱ、

世界大会にですね、輩出できるような選手の育

成には非常に重要な事業じゃないかなというふ

うに私自身は思っています。 

 指定選手が何名かというような決まりもある

んですけれども、それに対していろいろと補助

とかもですね、やっていただいている、遠征に

対する補助とかもやっていただいているという

ふうに思いますけれども、これを毎年ですね、

現行どおりっていうようなですね、方向性なん

ですよね。私としては、規模拡充して、もっと

大いにですね、盛り上げていってほしいなって

いうふうに思っているんですけれども、そこら

辺、なぜ現行どおりなんでしょうかというとこ

ろなんです。 

○理事兼スポーツ振興課長（小野高信君） ス

ポーツ振興課、小野でございます。 

 委員の御質問のですね、トップアスリート事

業、現行どおりということにしております。も

ともとですね、このトップアスリート事業につ

きましては、東京オリンピックを契機に優秀な

人材を輩出したいという事業目的ということ

で、当初は平成３１年度までの期限をつけての

実施ということで事業のほうを開始しておりま

した。ただし、先ほど言われました、ニーズの

ほうが多いということで、一応、元年度も継続

をするということで進めております。 

 今後もですね、この事業についてはですね、

継続をさせていただくということと、内容につ

きましても、一応、平成３１年度で一旦トップ

アスリート事業ということで、また再度、今年

度からですね、新たな取組をまた考えながらで

すね、進めていきたいというふうに考えており

ますので、現行として、一応内容のほうをです

ね、また今後も、体育協会と協議をしながらで

すね、進めていきたいというふうに考えており

ます。 

○委員（野﨑伸也君） はい、分かりました。 

 遠征費とかもですね、もう少しやはり拡充で

きればなというふうな思いも、そのような声も

伺っておりますので、ぜひ御検討いただければ

と思います。 

 その下にですね、事業がありまして、ハンド

ボールの世界大会のやつがあります。これ、説

明の中で、来場者数が２万人あったというよう

な話と、経済効果について８億５０００万ほど

というような御説明はあったんですけれども、

やっぱり、こういった世界大会がですね、ある

ということで、これだけの経済効果がですね、

発現されたというのはやはりすごい、スポーツ

ってすばらしいことだなというふうに思うんで

す。 

 今後も、やっぱこのような事業、大会等をで

すね、やはり誘致していかなきゃならないとい

うふうに思ってますし、そういったところの取

組というのがですね、バドミントンの関係でで

すね、そういったことを今やっているんですよ

というふうな話がありましたけれども、ほかに

もですね、何か手広くやっておられるところと

いうのはございますでしょうか。 

 あと、やはり、このハンドボール大会のとき

に、ちょっと思ったのは、やはり大型施設です

ね。やはり施設整備っていうのが非常に大事だ

なというふうに思いましたけれども、その施設

整備については、何らかの取りまとめだった

り、反省点だったりとかで、あれがしたいと
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か、今後どうするんだとかっていうような、そ

ういった方向性的なものというのは、経済文化

交流部の中では何かありますでしょうか。 

○理事兼スポーツ振興課長（小野高信君） 大

規模大会がほかにないかというところですけど

も、なかなかですね、大きな大会につきまして

は、行政だけでは、誘致というのはなかなか成

功しません。今現在もですね、体育協会の競技

団体をはじめとしてですね、そういう大会の誘

致というのはですね、いろんな競技、バドミン

トンだけじゃなくてですね、ほかの競技につき

ましても働きかけのほうを行ってですね、何と

か八代で開催できないかということで進めてい

るところでございます。 

 施設につきましてもですね、いろいろありま

したけれども、八代市内の体育施設も、かなり

もう、建ってから年数のほうが、経年劣化のほ

うがですね、進んでいるところもありますので

ですね、なかなか費用的なところもありますの

で、計画的にですね、そちらのほうを整備しな

がらですね、大きな大会が開催できるように進

めていきたいというふうに考えております。 

○委員（野﨑伸也君） ありがとうございまし

た。 

 やっぱり、誘致するには、今言われたとお

り、行政だけじゃ難しいっていうことで、民間

とタッグ組んでやりますよというのは大事だろ

うと思いますし、その前に、やはり施設自体が

ないと誘致もできないというかですね。これ、

今までも言われとった話なんですけど、ハンド

ボールを見に行ったときに、見せるような造り

の施設っていう、改修というかやられてからハ

ンドボールの大会あったんですけれども、そう

いう施設っていうのは非常にやっぱ重要だなと

いうふうには感じたんですよね。 

 ぜひ、八代にはそういったものがあったほう

がいいんじゃないかというふうに思ってます。

それを通じて、やはり経済効果を上げていく。

市民を潤わせていくというのは非常に大事だな

と思うんですけれども、部長、どう思われます

か。 

○経済文化交流部長（中 勇二君） 昨年度は

ですね、大きな大会が次々と開催され、経済効

果も大きかったということで、実際、地域にお

金が落ちるという点で、スポーツの大きなイベ

ント等が非常に有効であるというような認識は

持っております。 

 ただ、そのスポーツ、スポーツに応じた施設

というのが必要ですので、例えば、ハンドボー

ルとかっていうと、現在のトヨオカ地建アリー

ナでも手狭だというような状況です。 

 これは、令和２年度の事業なんですけども、

じゃあ、八代は、スポーツイベント、どういっ

た種目、あるいはどういった規模の大会を誘致

したらいいのか。そういう検討をしてもらうた

めのスポーツコミッションというのをですね、

そういうものを設置したいと思っておりまし

て、ターゲットをどこに絞って誘致をしてい

く。そういう検討のですね、場をつくっていこ

うというふうに考えております。 

 設立に関しましては、国の補助事業採択も受

けましたので、次、１２月補正あたりではです

ね、ちょっとお願いをしながら、方向性を定め

て取り組んでまいりたいというふうに考えてお

ります。 

○委員（野﨑伸也君） ありがとうございまし

た。 

○委員（山本幸廣君） １０８ページ、商店街

活性化事業について質疑をいたします。 

 まずは、財源について、一般財源からの持ち

出しであるわけでありますが、不用額が４４１

万ぐらい出ておりますが、今、商店街の活性化

という、活性化というのはどのように、こう理

解したらいいのかと大変苦労している議員であ

ります。 

 そういう中で、補助金の内訳等には書いてあ
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りますが、まずは不用額４４０万。説明があっ

たと思いますけど、その不用額についてお伺い

をしたいと思います。 

 それと同時にですね、事業の補助金でありま

すので、９４９万７０００円。もうほとんど一

般財源で賄っているわけでありますが、この予

算というのは、目的があって執行するわけです

よね。予算というのは目的があって執行する。

それに不用額を出したという。 

 さらに、予算は最大の効果を求めておるとい

うのが、これは、決算時期にはですね、考える

べきだと思うんですよ。 

 そういう中で、この効果とそれと不用額につ

いてお伺いいたします。 

○理事兼商工・港湾振興課長（田中 孝君） 

 商工・港湾振興課、田中でございます。 

 まず、１点目の不用額の件でございますが、

実は、当初予算ベースでは、補助のそれぞれ

の、例えば商店街魅力向上ソフト事業という、

それぞれの振興会で実施するような事業につき

ましては、対象経費の２分の１、上限が５０万

というようなことで、基本、上限で予算要求を

例年どおり、ある一定確保してですね、行って

おりました。 

 ただ、実際に蓋を開けてみますと、その事業

自身が、満額の事業費まで御準備できない状況

があったというところでございまして、主にそ

ういうものがあったためにですね、予算で予定

していた事業よりも実績として、申請が出てき

た事業が、その満額に至ってないというものが

ほとんどでございます。 

 ただ、昨年は、外部イベントと申しまして、

例えば、商店街以外の事業でございましたハロ

ウィンとかですね、パワーアップとか、いろん

なもの、そういうことは、その前年あったが、

３１年になかったというようなそういう事業も

実際あったもんですから、このような形でです

ね、不用額が出てきたものというふうに考えて

おります。 

 あと、もう１点の効果というところでござい

ますが、実際は、イベント等で集客を図り、そ

の方々が商店街を御利用していただくというよ

うなことでですね、利用していただいて、お金

を落としていただくというようなことが、私ど

もの効果だというふうに考えておりますが、そ

の集客をするためのイベントの規模等もです

ね、今後も、ある程度増やしてですね、現状が

ちょっと厳しゅうございますが、いろんな形で

増やしていければというふうに考えておりま

す。 

 以上でございます。 

○委員（山本幸廣君） 田中課長、不用額につ

いては理解をいたします。ですね。理解をいた

しますが、まずは、この予算の執行状況の中で

ですね、一番感じるのは、この予算で本当に商

店街の活性化という、この３つの文字をです

ね、どうやって活性化するかと、この予算で。 

 そして、方向性については、現行どおりとい

うような状況。これ、１０００万なんですよ。

私から言うと、１０００万で何の活性化ができ

るかと言いたい。はっきり言ってからですね。 

 これは、予算の増額をしなきゃいけないです

よ。それについては、中身の事業をどういう事

業をするかという、イベントだけじゃなくし

て。なくして、活性化に結びつくのはどういう

ものかということをですね。インテリジェンス

で知恵を絞っていただきたい。知恵を絞ってい

ただきたい。 

 今、本当に商店街はですね、もう、閑古鳥じ

ゃありませんけれども、ほとんどですね、この

前、私たちは、今はもう政府が打ち出したＧо 

Ｔоキャンペーンで、商店街に金を落とそうと

いうことで、あの議員さん、よう来らすばいと

いうことまで言われるぐらいに、商店街の活性

化に努めている１人ですけども。今夜も行こう

かなというぐらいの気持ちを持っています。 
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 そういう中でですね、やっぱし活性化という

のは、ただイベントだけ、飲食のみだけじゃな

くして、そこの会話の中で、人が来るようなで

すね、やはり何かの事業をですね、そうします

と、心理的な問題も考えていく時期じゃなかろ

うかと私は思うんです。 

 いかがなもんですかね。このようなイベン

ト、事業等々で活性化が生まれますかね。この

ような予算で生まれますかね。と思いますがい

かがですかね。 

○理事兼商工・港湾振興課長（田中 孝君） 

 ありがとうございます。イベント等につきま

しては、イベントではございませんが、今回の

コロナ対策においても、利子補給事業であった

り、予防対策事業と、適宜、状況に応じてです

ね、いろんな予算を取った上で、商店街活性化

に向けてやっていかなければならないというふ

うな認識でおります。 

 今後イベント等につきましても、市独自だけ

ではですね、実施していくことが無理ですの

で、あと商工会議所、まちなか活性化協議会、

そのほか商工会等ともですね、連携を図って、

予算化するときにですね、いろんな来年に向け

てのイベントの考え方というか、そういうこと

もですね、協議して、検討してまいればという

ふうに考えております。ありがとうございまし

た。 

○委員（山本幸廣君） 田中課長、そのとおり

なんです。商工会、商工会議所、補助金をやっ

ていますよね。商工会に９５０万ぐらい、商工

会議所に９５０万ぐらいだったか、ごめんなさ

いね。商工会に２０００万近くじゃなかったか

な。出しておると思うんですが。そのとおり、

連携をしながらですね、八代のやっぱり中心市

街地の活性化、商店街、さらには日奈久の活性

化についてもですね、私は今、このようなコロ

ナ禍でありますから、このような経済状況であ

りますけども、何かの手段を打たなければです

ね、これはもう一昨年使った金ですけんでか

ら、何も私たちは次の、次年度に反映してほし

いというぐらいの考えしか持っておりません。

数字が間違えとか、そういうの思ってません。

事業が間違いとかそういうことは言っておりま

せんけども、前向きな中でですね、私は検討し

てほしいということなんです。 

 コロナ禍の中で、不用額出す、繰越しをする

とか、そういうのを理解しますけども、やは

り、事業をどうやって、中身についてですね、

実施をしている、その活性化に結びつくかとい

うことをですね、知恵を出していただければな

というふうに思います。 

 中部長、どうでしょうか。 

○経済文化交流部長（中 勇二君） 私も、総

括の中で、中心市街地、それから中心商店街の

活性化ということを言ってましたけども、やっ

ぱり、人が集まりにぎわう。それを見て、お店

を出す方は商店街に出店される。そういうのが

繰り返されて、効果を生んでいくのかなと思い

ますので、どっちが先ということではありませ

んけども、しっかり人を誘客する流れをつくっ

ていく。そういうことで、行政と地元の商店

街、商工会議所等の経済団体あたりが連携しま

して取り組んでいくと。 

 実際、今年度については、コロナ関係で非常

に厳しいという状況はありますので、これまで

と同じというのを繰り返すだけではなく、新し

いことができないか。民間の方にもですね、お

知恵を借りながら、一緒に取り組んでまいりた

いと、そのように考えております。 

 以上です。 

○委員（山本幸廣君） 部長に要望ですけど

も、要は単発ではいけないんですね、何でも。

やはり連携をするということは、各種団体と連

携しながら、本当に今、このコロナの中で、―

―決算とは別ですけども、コロナの中でです

ね、大変悩んでいる市民の方々、そういう中で
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ですね、私は何かの明るさを、光を与えるよう

なですね、事業というのをですね、私は取り組

んでいただきたい、そのように思います。 

 我々議会としてもですね、一生懸命努力しま

すよ。それは、今回めり張りの予算をつけなさ

いというのは、私は、今回財務部にはですね、

強くですね、お願いをしておきたいと思ってお

ります。 

 なぜかといいますと、今本当に必要なのは何

かというと、お金がですね。要するに、活性化

は今するんだ、今するべきだと思ったときに

は、ある程度のやっぱり予算の配分というのは

しっかりした、めり張りのある予算の配分をせ

ないかんというふうに思っておりますから、財

務部には、強く委員長通しながらお願いしたい

と思っておりますので、意見じゃありませんけ

ども、お答えは要りませんので、よろしくお願

いします。 

○副委員長（谷川 登君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○副委員長（谷川 登君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

 ほかにありませんか。 

○委員（山本幸廣君） プレミアム商品券等々

事業についてもですね、質疑をしたいと思って

おりましたが、みんなで一緒になって、これも

反省しましょう。と同時に、この事業が国の事

業で本当に成功したのかということなんです。

成功しておりません。 

 地方自治体で、八代自体、このような状況で

すから、国全体で何がこの事業というのは失敗

ですよ。地方交付税その分をやってもらった

ら、まだよかったと思っております。 

 そういうことで、しっかりした対応された職

員の方々には、その御苦労に対してはですね、

敬意を表したいと思いますが、実績等について

の効果がなかったということは反省しながらで

すね、次のジャンプをしていただきたいと思い

ます。 

○副委員長（谷川 登君） ほかにございませ

んでしょうか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○副委員長（谷川 登君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第９８号・令和元年度八代市一般会計歳

入歳出決算中、当委員会関係分について、これ

を認定するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○副委員長（谷川 登君） 挙手全員と認め、

本決算は認定することと決しました。 

 執行部の入れ替わりのため小会いたします。

（｢ありがとうございました」と呼ぶ者あり） 

（午後１時４９分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後１時５１分 本会） 

                              

◎議案第１０２号・令和元年度八代市簡易水道

事業特別会計歳入歳出決算 

○副委員長（谷川 登君） 本会に戻します。 

 議案第１０２号・令和元年度八代市簡易水道

事業特別会計歳入歳出決算について、水道局か

ら説明を願います。 

○水道局理事兼局長（松田仁人君） お世話に

なります。（｢お世話になります」と呼ぶ者あ

り）水道局の松田でございます。着座にて説明

をさせていただきます。 

○副委員長（谷川 登君） どうぞ。 

○水道局理事兼局長（松田仁人君） それで

は、議案第１０２号・令和元年度八代市簡易水

道事業特別会計歳入歳出決算について御説明い

たします。 

 まず、事業の概要でございますが、本市の簡

易水道事業は、主に山間部に点在する集落ごと

の水道施設で、八代地区１か所、坂本地区２２



 

－36－

か所、東陽地区２か所、泉地区１１か所、合計

３６か所に５１施設ございます。 

 また、令和元年度末の給水戸数及び給水人口

は、それぞれ八代地区３６戸の８０人、坂本地

区１５６８戸の２８０３、東陽地区２４５戸の

５１２人、泉地区３１３戸の５９３人で、合計

の２１６２戸、３９８８人でございます。 

 それでは、令和元年度八代市簡易水道事業特

別会計歳入歳出決算につきまして、令和元年度

における主要な施策の成果に関する調書及び土

地開発基金の運用状況に関する調書（その２）

及び令和元年度八代市特別会計歳入歳出決算書

を用いまして御説明いたします。 

 お手元の主要な施策の成果に関する調書の１

９７ページをお願いします。 

 まず、簡易水道事業特別会計歳入歳出決算額

でございますが、歳入総額２億７５８０万２０

００円に対しまして、歳出総額は２億５３５７

万１０００円で、歳入歳出差引き額は２２２３

万１０００円となっております。 

 また、翌年度に繰り越すべき財源が６万６０

００円ございますので、実質収支額は２２１６

万５０００円となっております。 

 なお、実質収支の２２１６万５０００円は、

簡易水道事業が本年４月１日より、地方公営企

業法の一部を適用し、特別会計から企業会計と

なりましたことから、企業会計へ引き継いでお

ります。 

 また、令和元年度の決算は、企業会計移行に

伴い、通常５月３１日までの出納整理期間がな

く、３月３１日時点での収入、支出を終了する

打切り決算となっておりまして、３月３１日ま

でに、収入や支払いが完了していない債権・債

務につきましても、企業会計の未収金、未払金

として引き継いでおります。 

 １９８ページをお願いします。 

 まず、上段の事務事業名、簡易水道事業維持

管理事業でございます。 

 この事業は、簡易水道の使用者に対しまし

て、毎月、適正な料金の賦課・徴収を行うとと

もに、施設の機能を常に良好に保つよう、適切

な維持管理を行うことで、安全・安心な水道水

を安定供給するものでございます。 

 令和元年度の決算額は４４３２万９０００円

で、主なものといたしまして、施設の電気代８

３９万９０００円、設備の修繕費４９９万８０

００円、水質検査業務委託費１８０８万円で、

事業費の財源は、水道料金など事業収入となっ

ております。 

 なお、不用額９９３万５０００円のうち、６

３２万６０００円は、先ほど御説明いたしまし

た、企業会計予算に引き継いだ未払金でござい

まして、残りは電力費や修繕費等の需用費及び

委託料でございます。 

 また、今後の方向性といたしましては、適切

な料金設定や、令和２年７月豪雨被災施設の早

期復旧等の課題はございますが、生活に必要不

可欠なインフラであり、安全で安心できる水を

安定供給するため、引き続き、現行どおり、市

による実施としております。 

 次に、下段の事務事業名、簡易水道建設事業

でございます。 

 この事業は、坂本地区及び泉地区内の水道未

普及地域解消のため、新たな施設整備や簡易水

道の統合、老朽施設の改良、更新を行うもので

ございます。 

 令和元年度の決算額は５３２７万２０００円

でございまして、決算の主な内容は、坂本地区

の大平地区簡易水道配水管布設工事の前払金１

５６６万４０００円、泉地区の二重簡易水道施

設整備工事の前払金２８８７万円及び五家荘簡

易水道実施設計業務委託３４６万５０００円で

ございます。 

 なお、翌年度への繰越額７８１０万４０００

円は、大平地区簡易配水管布設工事及び、二重

地区施設整備工事の繰越しに伴うものでござい
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まして、令和２年５月に竣工いたしておりま

す。 

 また、事業費の財源でございますが、地方債

５３００万円及び一般会計繰入金２７万２００

０円となっております。 

 次に、不用額の９７５万１０００円でござい

ますが、主なものは、工事請負費の入札残や県

の道路工事との同時施工を予定していた工事の

中止によるものでございます。 

 今後の方向性といたしまして、施設の老朽化

も進んでおり、今後も安心で安全な水の安定供

給を図るため、計画的に更新・改良を進めてい

く予定であることから、現行どおり、市による

実施としております。 

 続きまして、歳入及び歳出の主な流用につき

まして、令和元年度八代市特別会計歳入歳出決

算書を用いまして御説明します。 

 決算書の８２、８３ページをお願いします。 

 なお、金額につきましては、１０００円未満

切捨てにて御説明させていただきます。 

 まず、款１・分担金及び負担金、項１・負担

金、目１・簡易水道事業費負担金。収入済額５

４万円でございますが、これは、消火栓設置及

び修繕に係る一般会計からの負担金でございま

して、泉地区に新たに１基設置し、坂本地区に

おいて３基を修繕しております。 

 次に、款２・使用料及び手数料、項１・使用

料、目１・簡易水道使用料の収入済額６８６６

万３０００円。これは水道料金収入でございま

して、前年度と比較しますと１３８万５０００

円の減少となっております。 

 これは、令和元年１０月使用分より料金改定

を行ったものの、令和元年度の水道事業会計が

３月３１日の打切り決算であり、令和２年３月

分の使用料のほとんどが収入未済となっている

ためでございまして、出納整理期間を考慮した

場合の決算額は、前年度より４５８万２０００

円増の７４６３万１０００円でございます。 

 また、現年度分の収納率については、打切り

決算であったため、対前年度から７.９％減の

９０.３％でございますが、出納整理期間を考

慮した場合は、０.２ポイント増の９８.４％と

なっております。 

 なお、不納欠損額２５６万４０００円につき

ましては、使用者の死亡等により、時効期間の

２年を経過した４６名分を不納欠損処分したも

のでございます。 

 今後は、令和２年７月豪雨災害により、特に

坂本地区において、給水人口の減による使用料

収入の減少が予想されますが、引き続き滞納者

に対する給水停止の実施など、収入対策の強化

を図ることで、収納率の向上に努めてまいりた

いと考えております。 

 次に、項２・手数料、目１・簡易水道手数

料、収入済額が７万９０００円でございます

が、主なものは、督促手数料や給水工事の検査

手数料でございます。 

 次に、款３・繰入金、項１、目１・一般会計

繰入金、収入済額１億５１００万円でございま

すが、これは、建設改良費の起債に対する元利

償還金や、職員６名分の人件費へ充当するた

め、一般会計から繰り入れたもので、実繰入額

のうち、繰り出し基準に基づく基準内が５６８

８万４０００円、事業収入の不足分を補塡する

基準外が９４１１万６０００円でございます。 

 ８４、８５ページをお願いします。 

 款５・諸収入、項１、目１・雑入、収入済額

は２５１万９０００円は、平成３０年度分の消

費税還付金でございます。 

 次に、款６、項１・市債、目１・簡易水道事

業債。収入済額５３００万円。これは、坂本地

区及び泉地区の建設改良工事に係る簡易水道事

業債でございます。 

 なお、令和元年度末の債務残高でございます

が、借入額５３００万円に対しまして、元金の

支出済額が９７８５万８０００円でございまし
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たので、４４８５万８０００円減の１３億７８

６１万４０００円となっております。 

 以上、歳入の説明を終わります。 

 最後に、歳出の主な流用額について御説明し

ます。 

 ８６ページ、８７ページをお願いします。 

 款１、項１・簡易水道事業費、目２・簡易水

道維持管理費。備考欄の１１節・需用費より１

９節・負担金補助及び交付金への流用７８万６

０００円は、令和２年４月からの企業会計移行

に伴い、出納取扱金融機関のシステム改修費用

を本市において負担することとなったため、流

用したものでございます。 

 なお、全額が不用額に計上されております

が、未払金として、企業会計予算から支出して

おります。 

 以上、議案第１０２号・令和元年度八代市簡

易水道事業特別会計歳入歳出決算の説明とさせ

ていただきます。御審議方よろしくお願いしま

す。 

○副委員長（谷川 登君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○副委員長（谷川 登君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いいたします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○副委員長（谷川 登君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第１０２号・令和元年度八代市簡易水道

事業特別会計歳入歳出決算について、これを認

定するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○副委員長（谷川 登君） 挙手全員と認め、

本決算は認定とすることに決しました。 

 執行部の入替えのため小会いたします。

（｢どうもありがとうございました」と呼ぶ者

あり） 

（午後２時０３分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後２時０４分 本会） 

                              

◎議案第１０７号・令和元年度八代市久連子財

産区特別会計歳入歳出決算 

○副委員長（谷川 登君） 本会に戻します。 

 次に、議案第１０７号・令和元年度八代市久

連子財産区特別会計歳入歳出決算について、農

林水産部から説明願います。 

○理事兼農林水産政策課長（豊田浩史君） 議

案第１０７号・令和元年度八代市久連子財産区

特別会計歳入歳出決算につきまして、令和元年

度における主要な施策の成果に関する調書及び

土地開発基金の運用状況に関する調書（その

２）、財産に関する調書を用いまして御説明い

たします。着座にて説明をお許しください。 

○副委員長（谷川 登君） どうぞ。 

○理事兼農林水産政策課長（豊田浩史君） そ

れでは、お手元の主要な施策の成果に関する調

書、２０７ページを御覧ください。ページは２

０７ページ、２０８ページで御説明いたしま

す。 

 ２０８ページの事務事業名、久連子財産区一

般管理事業でございます。 

 これは、久連子財産区所有の山林及び基金の

管理・運営を行うもので、決算額５７万７００

０円は、財産区の管理運営を委任しておりま

す、久連子財産区管理委員会の年２回の開催分

としまして、委員７名、延べ１４名の報酬８万

３０００円と、地区内にあります防犯灯１３基

分の電気代２万７０００円。積立金としまし

て、基金の預金利息９０００円。それと、国土

交通省が施工するホンノコウ谷川砂防堰堤工事

に伴い、財産区が所有する山林の一部が事業用

地となりまして、該当する土地７７７平方メー

トル、立木８１本の財産売払収入４５万８００
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０円の計４６万７０００円を積み立てたもので

ございます。 

 財源内訳の、その他の特定財源１０万９００

０円は、基金からの繰入金でございます。 

 続きまして、財産に関する調書の１０ページ

をお願いいたします。 

 下段の基金の欄では、決算年度末現在高が４

３万９０００円となっておりますが、出納整理

期間中に債権４６万８０００円、債務１０万９

０００円の処理を行っております。現在の基金

残高は４７５万８０００円となっております。 

 それでは、調書の２０８ページにお戻りくだ

さい。 

 今後の方向性では、管理運営上、特段支障が

生じていないことから、現行どおり、市による

実施といたしております。 

 以上が令和元年度久連子財産区特別会計歳入

歳出決算の説明でございます。御審議方よろし

くお願いします。 

○副委員長（谷川 登君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○副委員長（谷川 登君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いいたします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○副委員長（谷川 登君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案１０７号・令和元年度八代市久連子財産

区特別会計歳入歳出決算について、これを認定

するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○副委員長（谷川 登君） 挙手全員と認め、

本決算は認定することに決しました。 

                              

◎議案第１０８号・令和元年度八代市椎原財産

区特別会計歳入歳出決算 

○副委員長（谷川 登君） 次に、議案第１０

８号・令和元年度八代椎原財産区特別会計歳入

歳出決算について、農林水産部から説明をお願

いいたします。 

○理事兼農林水産政策課長（豊田浩史君） そ

れでは、議案第１０８号・令和元年度八代市椎

原財産区特別会計歳入歳出決算につきまして、

令和元年度における主要な施策の成果に関する

調書及び土地開発基金の運用状況に関する調書

（その２）、財産に関する調書を用いまして、

御説明いたします。着座にての御説明お許しく

ださい。 

○副委員長（谷川 登君） どうぞ。 

○理事兼農林水産政策課長（豊田浩史君） お

手元の主要な施策の成果に関する調書の２０９

ページ、２１０ページをお願いいたします。 

 ２１０ページの事務事業名、椎原財産区一般

管理事業でございます。 

 これは、椎原財産区所有の山林及び基金の管

理運営を行うもので、決算額１０万７０００円

は、財産区の管理運営を委任しております椎原

財産区管理委員会の年２回の開催分としまし

て、委員７名のうち６名分、延べ１１人分の報

酬６万５０００円と地区内にあります防犯灯１

７基分電気代３万５０００円、積立金としまし

て、基金の預金利息７０００円を積み立てるも

のでございます。 

 財源内訳のその他の特定財源１０万円は、基

金からの繰入金でございます。 

 続きまして、財産に関する調書の１１ページ

をお願いいたします。 

 下段の基金の欄では、決算年度末現在高が３

６６万６０００円となっておりますが、出納整

理期間中に、債権８０００円、債務１０万円の

処理を行っており、現在の基金残高は３５７万

４０００円となっております。 

 調書の２１０ページにお戻りください。 

 今後の方向性では、管理運営上、特段の支障
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が生じておりませんことから、現行どおり、市

による実施としております。 

 以上が令和元年度椎原財産区特別会計歳入歳

出決算の説明でございます。御審議方よろしく

お願いいたします。 

○副委員長（谷川 登君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○副委員長（谷川 登君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

 ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○副委員長（谷川 登君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第１０８号・令和元年度八代市椎原財産

区特別会計歳入歳出決算について、これを認定

するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○副委員長（谷川 登君） 挙手全員と認め、

本決算は認定することに決しました。 

 以上で付託されました案件の審査は全部終了

いたしました。 

 お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は、委員長に御一任願いたいと思いますが、そ

れに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○副委員長（谷川 登君） 御異議なしと認

め、そのように決しました。 

 小会いたします。 

（午後２時１２分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後２時１４分 本会） 

                              

◎その他 

○副委員長（谷川 登君） 本会に戻します。 

 それでは、次に、八代市議会災害対策会議に

おける部会の活動計画協議に入ります。 

 本日は、９月９日の八代市議会災害対策会議

で、議長より提案があり、皆様の御承認いただ

きました部活動を実施するに当たり、まず、第

１回目の協議ということで、調査事項、開催期

間等を御協議いただきたいと思います。 

 それでは、まず、（１）各部会で調査事項に

ついてでございますが、基本的に、各常任委員

会の所管事務調査内容に基づき、活動していた

だくことになります。 

 それで、部会における所管事項について、御

意見等はございませんでしょうか。よろしくお

願いいたします。 

○委員（山本幸廣君） 部会調査事項で、これ

はもう議長もおられる、当時の議長がこの部会

についてのですね、御提案なされて承認をした

わけでありますので、この（１）の各調査事項

についてですよ。うちは経済企業関係ですの

で、調査の内容等はどういうふうなまとめ方し

たらいいんですか。（｢俺が答えんばんとか

い。違うど」と呼ぶ者あり）違うばってんがた

い。 

○委員（上村哲三君） 当時の提案としてです

ね、今日も決算で見てもらった項目ですよね。

農林水産業、それから商工、その関係が中心に

なると思いますので、この１回目というと、恐

らく正副部会長合同会議があったと思いますの

で、その中で、そういう形になっていると思い

ますが、そのとおりだと思えば、現在、坂本町

でのその関係の調査をするとなったら、この部

会が一番でかいと思うんですよね、項目が。と

いうことで、農林水産でしょう。それから商工

でしょう。それから、まいっちょ何て言ったっ

け、俺。えっ。（｢水道」と呼ぶ者あり）簡易

水道。うん。この関係を５つあるんで、一遍に

は恐らく１回じゃできないだろうし、１日でで

きない部分もあると思いますから、そのところ
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を調査ということになっていくと思います。 

 分かりましたかね、私の説明で。（委員山本

幸廣君「はい、分かりました」と呼ぶ） 

 だけん、もし、今日は、農作物関係を見よう

というんであれば、田んぼ関係から何から見て

いくとか、被害とか、そういうのを含めてです

ね。商工関係やったら、どういう状況で、どの

ような意見持っていらっしゃるのか。再開はで

きるのかとか、そういう調査をしていくとか。 

 山だったら、もう現場ば見ていかんとしょう

がないですよね、山林関係はね。大変だと思い

ますけど。特に、市ノ俣地区辺りがですね、大

変だと思いますけど。 

 そういうような関係です。 

○委員（山本幸廣君） 活動計画ということで

あるわけですので、ある程度やっぱり今、元議

長が言われたようにですね、所管の範囲内とい

う中でも、やっぱ計画をせないかんと思うんで

すよね。漠然としてから、行ってじゃなくして

から。ある程度の計画を委員会で立てて、それ

からスタートしていくという。１日で、活動

が、今言われたように、済むような状況ではな

いわけですからですね。その中で、やっぱり一

番早いのは、やっぱり現地視察が一番早いと思

うんですよね。（委員上村哲三君「そうそうそ

うそう」と呼ぶ） 

 これが早く行って、それから、はっきり言っ

て、調査項目を立てながら、現地に早く入って

いくと。これの方向性をですね、委員会で示せ

ば、日にちについても、もうおのずと日にちが

決められるような気がします。 

 委員長、お計らいをよろしくお願いいたしま

す。 

○副委員長（谷川 登君） ただいま御意見い

ただきましたが、日程的にはまだ、計画を立て

ながら現地へ行くという中で、やはり、現地が

先じゃないだろうかという御意見も出ておりま

す。 

 そういう中で、今後、委員会としても、部会

の中で、話合いをしながら行きたいというふう

に思っておりますが、ただいま御意見をいただ

きました内容も含めですね、本件につきまして

は、今後、正副委員長と協議し、最終的に、正

副議長とも調整を行い、実際の活動を行ってい

きたいと思いますので、よろしくお願いしたい

と思います。 

 次に、（２）各部会開催――。（｢ちょっと

待って、委員長」と呼ぶ者あり）今んとこでい

いですか。 

○委員（上村哲三君） 今んとはちょっと、

（１）の内容とはちょっと違うとった部分のご

たったけんでから。まず、部会調査事項につい

ては、私が先ほど申した事項についてよろしい

ですかという、採決じゃなくて、確認を取って

いただければどうでしょうか。 

 あとは、正副委員長にお任せして、あとお示

しをいただければ。１回じゃ済まないというこ

とですので、数回というような予定もしてらっ

しゃる、――後から出るのかな、この話は、と

いうのであれば、そのようにして、みんなの確

認を取っていかれんですか。そのほうがいいと

思いますが。今の項目でいいですかということ

で。 

○副委員長（谷川 登君） 今現在、上村委員

のほうから意見が出ましたが、そのようにして

ですね、今後、皆様と連携を取りながら、正副

議長、委員長並びに協議していきたいというふ

うに考えております。よろしくお願いします。

（委員上村哲三君「で、よろしいですかと」委

員山本幸廣君「初めての委員長やのにすばらし

か」と呼ぶ） 

 それでですね、実施することに御異議はござ

いませんでしょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○副委員長（谷川 登君） 御異議なしと認

め、そのように決しました。 
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 次に、（２）各部会開催及び活動期間につい

てでございますが、現在、被災した坂本町の復

興計画を策定する八代市復興計画策定委員会が

設置されております。 

 そこで、市議会といたしましても、復興計画

に市議会の意見を反映させるためにも、積極的

に活動する必要があると考えられます。 

 そこで、ほかの常任委員会との調整も必要と

なってきますが、まずは執行部の状況を踏ま

え、１０月から１１月中旬までを当面の活動期

間といたしまして、その後活動については、状

況に応じ、継続して実施していきたいと考えて

おりますが、いかがでしょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○副委員長（谷川 登君） 小会お願いいたし

ます。 

（午後２時２１分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後２時２８分 本会） 

○副委員長（谷川 登君） 本会に戻します。 

 それでは、１０月から１１月中旬頃を当面の

活動期間とするということでございますので、

そのように調整、実施してまいりたいと思いま

す。 

 なお、実際の開催日につきましては、後日事

務局を通してスケジュールを確認させていただ

きたいと思いますので、よろしくお願いいたし

ます。 

 次に、（３）現地視察についてでございます

が、先ほど御意見いただきました所管事項調査

するに当たり、現地視察の実施に関しては、先

ほど出ましたが、１０月の再来週１２日以降と

いいますか、実施するという意見も出ておりま

す。これで、現地視察状況に応じて実施するこ

とに御異議ございませんでしょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○副委員長（谷川 登君） 御異議なしと認

め、そのように決しました。 

 次に、（４）部会開催に当たっての厳守事項

についてでございますが、本部会に当たって

は、各委員会の所管事項の範囲を遵守するこ

と、ＢＣＰの中である執行部の対応は最小限と

すること。すなわち、部会資料については、部

会書記が収集すること。現地視察を含む各部会

における執行部の対応人数は最小限とするこ

と。以上のルールを踏まえ、部会の活動に当た

っていただければいいと思います。 

 ただいまの件につきましては、御承知おき願

いたいと思います。 

 その他について何かありませんか。 

○委員（上村哲三君） 実際、現地視察に当た

ってですね、通常の委員会であれば、委員会部

会ですが、部会であれば、１０時開会というこ

とでございますが、一度ここに寄ってから出発

することになろうと思いますが、何しろ坂本町

でございますので、今度は、中に入ってもちょ

っと道路の不便なところもあります。というこ

とで、開催時間を１時間ですね、引き上げても

らって、９時に開会をしていただいてからの出

発というような形を取ってもらったほうがいい

ように思うんですが、皆さんの御意見はいかが

でしょうか。（｢異議なし」と呼ぶ者あり）じ

ゃないと１日で終わらないというふうな気持ち

もしますので、その日の消化が。 

 ということでお願いします。 

○副委員長（谷川 登君） ただいまの上村委

員の意見に異議なしということで、よろしくお

願いいたします。 

 なければ、以上で本日の委員会の日程は全部

終了いたしました。これをもって、経済企業委

員会を散会いたします。ありがとうございまし

た。 

（午後２時３０分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 
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    令和２年９月２９日 

経済企業委員会 

副 委 員 長 
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